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關

西

の
學

生

統

一
へ

阪
棘
學
生
聯
盟
成
る

二

〇

日

高
嵩

同
志
會
生
る

蟹

に
よ
り
鳳
稜
の憂
目
を
見
る
に至
つ
た

謙
北
商
稜
の
出身
魯
は
、
そ
の大
部
分

が
桟
外
父
兄の
子
弟
で
あり
、
繊
癒
問

瞭
打
開
の
ため
一致
團
結
、
"部
純
同

志
脅
昭
を
結成
し
た
が
.五
月
二
十
日

同
墓
錯
豊
慧

藝

(星
く

盛

況
裡

に
結

成
式

臨
翁
の艦
り
に
和浄
・↓
仰綾
の対
立
と
対
廊
の代
り
r
騨
瞬浄
⊥
眠
て
Nて
円
本
交
化
への
蹄
腱
漁ザ
ー
力
興
幣
酋
を
瞭
し
で駈
佛
鳳
生隔
膿
は
魅
に鰍
田

した
、
凧
へぱ蝿
脚
後
十
断
月・
普
し
か
つた
生
居
に
よ
く管
民、
よ
～嚥
ん
で
、
騰
生津
は
、
よ
り
よく
鳳
附穐
ス麟
撮
痴
つ
く
らん
と
・
吏
たあ
ち
ゆ
ス
世

相
の低
騨暇
寒
よ
り勝
死
に
鋤
園
鞍
ら
ん
と
、
よ
つて
り
て
量

花
の
ため
帥
の
滲
む
や
づ
獄勢
力
を纏
け
て
來
た
、先
に
全
痕都
趨
生
同
膿
の成
立
あ

り
、
今
こ
＼臨
阪
齢
隔生
聯
瞭
の
緕歳
あ
つ
て
、
こ
、に
全
関
西
を
一本
と
す
る強
刀な
る
鄭
磁運
動
の
瞭
開
を見
る
に
至
つた
が
、
今
日に
歪
る
婁
での

四

観
牛
篇

の麟
岡
も
こ＼
に
飛
鷺
的
ぼ
前嬉
を
な
し
、今
や
そ
の
瀦
しい
鍵
幌
ぼ
まさ
に
紳
し
て
癖っ
ぺ脅
も
のが
あ
ら
う

纏
載
以
來
の磁
王
雫活
の
経
濟
的
不
嚢

鰹
遙製
心の
固
啓結
倉
匹よ
り餌
換
す
る
こと
、
触
扇
日本
の再
堵
は
感
モの
双
潤
にか
、つ
て
ゐる
の
で
あ

る
が映
自
の籍

と
曜続
准
鰐
る
各
綾
稼

醤と
マ
ンネ
抄
ズ
ムに
陥
る
こ
と
夢
へ
蓬
面
一般
に
お
ける
相
互
の
刺競
と
激
し
い切
磁
厭
謄
を
なす
こ
と

雲
た
算
の
他ス
ポ
ー
ツ
の面
な
ど
に於
て
冑
暮
の
日
の飲
ぴ
を
と
もに
す
る
こと
」
か
く宣
言
し
て
阪
醐
墨
瓢
盟
は邊
ま
し
い
醗声
を
あ
げ
κ

匹
月
二十
日
阪
灘
麟
生
聯
膿
結
成
式

じた

は
、
壷
裸
暑
職墾
い
盃
藩

績
い
て第
二
邸
に
入
り,
大
簡
大
の駄
「

語
噸
阪
講
鹸
縦
の澱
蟷
「撃

鼻

9
れ
た

ま
き

の
う
ぜ
ク
ヱ
あ

モ

の
　
に
よ
リ
ピ
ぼ
ま
の
さ
は懸

直
心
.7∂
"偶
.A弓
輔ψ
のぼ
を
と
望
爾
西
墨
生
敢
酒協
層
曾
の
㎜上
、
・

西
を
叫本
とす
る
侵
生
蓮動
の
纐
一の

てひあも

必
翼
が槻
案
さ
れ
、阪
騨閻
の
自
治体

肥
一組畿
を
要
剛
する
蝿
が
高
ま
つ
た

よ
つて
四
月千
三
日阪
輔
攣
鐸
濤
開

}
曹醍
を
剛
覗同
窓
會
嗣に
於
て
開

蝋
嚢

萎
美
堅

籔
盟も
こ
れ
に
合慌
そ
の
後
敬度
の

瀧
崔
委
韻
画
を
開
麗甘
日
の
嫡
成式

に
至
つ
た
も
の
であ
る

冒
的
・畿

・警

阪
帥醐
聯
融
約
第
二融
第
と
傑
にあ
る

如ぐ
「本
聯
盟
ハ、
加
野

生
自
治■

ロ

体ガ
斉
々
ソ
ノ特
色
ヲ
発
距
シ
、
以
プ

纐
脅馨

ヲ
職
リ
,楊
生
自
治
蓮動
ヲ

響

ン・
星

/
目顧
ト
霧

轟
リ

日本
墓

二舞

セ
ン
コ
ト」
を

圏的
ど
し
て
ゐ
る,
大
阪
府
、属
跡
瓢

下
の各
大
娼
編
獄
題生
自
沿
劇
体
を以

(円十聡一鴇十三Ω扇一り

ρ

綬
無

行墨を式曇汰

て
鑑

され
、
冨
藁
責
長
周名
・
融

§
員
長
縄名
、
趣
烈
雪
民十
名
・
各稜

噌名
の富
任
萎
員
し委
員
若
干
名
、察

む
芝
に之を器
馨

盲
紀
長
一名
嘗
紀
二名
の
各
警

り

且
る
が
、葎

壽
【禽
叢
闘

の
愚

董

て
ゐ
る

§-.思
塁

閣
ヲ
討
■
研
死
契

7

響

委

嚢

3
、
モの
他
凝
ト
認
ム
ル
輔切
ノ
購

顎ヲ
恥
業
内
容ト
シ
テ
規
約巾
二掲

ゲテ
ヰ
ル
ガ
、儲
面
ノ
象
践製
目
ト

剛
シテ
へ

一、阪
紳
か
臼款
闇
㎜ノ
彊
行

一、蝕脊
元
ト
薩

ニョ
ル謹

、

階)
を
擾

し
て
糞

出
學

簸
叢

雛
畷
霞

職

中
心
間題
は困
鰐
夢
牛
救済
は
他
刀

本
願
に
依
荏
せず
、
働
き
つ、
學
ぴ

緯
る
態
勢
蓬

へ,
巖
生
の限
界
を

越
え
轟

於
て
自由
な
る
縄

浜
的
地
盤
に
立脚
せ
ん
とす
る
も
の

であ
り
、
米國
の
カ
レ
ヂ、
ラ
イ
フ

の如
く
"皐
年勘
き
卑
年副
㍉か"
と

いふ
が
如
き形
態
の
探
用を
凝
し
た

剛
鎌
北
同
皐器
口は今
後
救
出醗
生
同
鰹

と響

る
饗

将
ち
,護
を
逞

る事
ζな
つ
た

霞
糟ノ
廉
儒鰐
入

一
、資
金
募
集
を繁
ね
て
智繁
魯
、
演

嚇、巖
隼
の
手に
よ
る
雄
生螢
房並
び

劇
儲
映
画
會
の開
魁

に
型
宅
茶
房
の縄
営

一、
映
画
館
の型
牛
割
引

、
億
覆
口
奮
あ
學
毒

お
け

一

一、
學
雫
の
就職
・下
宿
の斡
旋

る
相
互
公
開

輔、
各
郊
外
匿
鉄
の
醐
生
冠
期殴
躍

一、
各
稜
間
の講
義
変
瑛

(値
下
げ
)

一、
各
思穐
蔵
の
文
化脚
演
韓
准
開
魍
・

一、
罷
生
の
興謡
醐
査麗
関
の
設
置

一等
を
あ
げ
て
ゐる

學
内

の
民
主
化

に

一
役

京
大
職
員
組
合
動
く

京大
瑚
、
工℃
匠
の
若
手
職
員
(醐

肺
。助
手
・大
昂
塾

、
実
繊

補
手
、
嵐
v職
工
導
ビ
よ
つて
組
繍

さ
れ
て
ゐる
聴
員
耀
放
令に
対
し
て
興

識
尉
碧
貫
會
な
設
け・
懸
放
令
の認

轍盆
葎
爵
蓼

奮

醜
謡

魏

選

..

元
來、
か
、
る甕
貴會
が
謹聾
した

に
就い
て
は
、
こ砲
狸
果
£
覇
と

曽して
撤
底
的
な學
内繍
溝
を
やる
ぺ

る
ぺし
と
す
る強
硬
涯
と
、覆
似令

馨

癸
と
、
も
に
殖ん
諾
畏

に頻
す
る
に
至る
で
あ
ら
う理
工
科

'旨

コ　　

なは
　オ
しぼ
は
お
を

難

て
壁
蓄

す
る
底
の
協

張
する
稔
艦
振と
が
歩
み
奇

つて
此
処
に興
論
調
査委
団
會
の
設

7

鍛
か
み
た
ので
あ
つ
た

な
ほ
も
　ゆ
　
　
ムロで
は
さ
ら
に
　
も　

繕
り
出し
て
ゐ
る

后
天
日
璽

贋
庵
開
く

こ
のほ
ど
同
志肚
大
墨
で
は
、昌
閻
の

卿
臼的
翁馬
大
墨の
解
興
と
い
ふ
鱒

轟

て̀
日曇

を

開設
す
る
こ
と
〉
ぽり
、
昌生
並
市
民

一閥に
解
放
し、
そ
の
軟
劉
の圓
上
に

資
する
こ
と
＼な
つ
た
。

先づ
暮
藤

は
マル
ク
ス圭
磯
を
テ

ー
マに
択
ぴ
圧の
蹴
窟
に
よ
つて
行
は

れる
こと
、
な
つた

「マ
ル
ク
ス主
磯
の
暫
犀
」
(全
四

漏回
)
惰鯉
脈恭藪
授
亀
五月
二
十
六

日、
六
月
九
日、
六
月
士
ハ日
、
六

月
二十
三
日
「マ
ル
ク
ス主
艦
の
経

済
嵐
」
(
唱回
)
林
製
敬
授
六月
二

日
「マ
ル
ク
ス圭
醸
の
耽食
國
聚
理

鹸
」
小
馨

ハ月三
十
日

・査
鐸

の
蝶
的
巻

雫

に
.
專
餐
姦
め鑑
轡
羅

躍纂
暑
量

・姦

な
入
昌藍
鎌

へた
各大
観
で
は
、表

五
日
巾鰯
を卿
し
入
塁
八を
農
行
し

た
。鷺

鰯
の慧
彿
ど新
生
の
淵
氣
に

偽ゆ
る
各
攣
は
、
最
高
昂府
に
塵ぴ

樽
る
冨
ぴと
側
れ
に
慨
蔭

bせ
て
、入
概
式
に

参
加
し
た
ので
あ
つ
た。

京
大
では
ガ
月
十
五
]午
前
九
廊よ
り
本
部階

上
天
廣
間で
入
攣
宜
璽舞

法
二
三

四
、
経
二四
〇
、
交
三二
六
、
理
輔
噛
一、
工

ニ
ヨ
ニ、
農
=
一=
、
医
九
四
、計
一三
六
八

の
新
入嵐
生
が
貿
豊
薄に
將
名
、そ
の
申
女
住

は
本科
生
と
し
て
一七
艇

験
醜
蜜と
し
て
二

五
名
で
、勉四面四
二名
が
女
講

穴生
と
し
て

塞
議

峯

籏
つ
た。

京
大
事
件
の
思
出
新
た

學
問
の
自
由
を
記
念
し
て

ま
る
昭
和△
牛の
讐
す
べ
て
も
え田

る
喜
、に繭
ち
て
ゐ
る春
に
反
き
,
寮

選

いて
蜜
由
隆

奮
ざ

知
ふ
か
の如
く
、
不
常
獄る
慰
曝
の手

が
加
へ
ら4τた
、
世
に調
は
れ
る
策大

事
貰

幡川
事
瑳

に
剛
商
の
自
由

の
た
め
に全
欄
・
鍬
に敬
搬
も
麟
張も

一体と
な
つて
所溺
胴
緻
に
対
し
、ひ

し
ー
＼
と身
を
し
め
っけ
て
來
っ
た日

歪
腎
嵐嘗

禁

箏
譲

し
た
事
伝
あ
兎

敏
製
W最
塵
慧
を
礪
立
し
、以
て

国
猿
2
彗
餅
蓼

ぺ
導
蔀

り

血
局
をし
て
剛
部
の
嗣難

らし

め
蕊
蒔
の
籍
編
山
塞
は
しり

ぞ
け
られ
、
雄
の
目由
を
奪
へ
る敦

一
璽
の
業
馨

緊
の
あ
に

二
+
六
日
學

生

祭

を

墨

行

し
、
剤生
畢

んと
第

二
回
醐生
祭
が
行は
れ
た

昭
和
十二
藁

懸
え
た
昌
生祭
の
邸

蔑

愚

し毒
れ

地
元
の泉
都
に
おい
て
は
全
轟

星

同
階
の‡融
に
より
一一士
ハ日午
後
一

を

鱒
よ
ρ羅

藁
党
側
で
本
躰
径

9醐生
友
の
曾
κ
凋鼠
宿
膨
厭
廠
獄

9

の榎
蓼
下
に
讐
れ
た
,
礫

活
し
た自薗
を
塵
駆
9る
若
入
のO
あ

る
會合
と
し
て
鶴
澱に
、
シ
ン
ホ
ニー

に
台唱
に
簸

のプ
ログ
ラ
ム
の巾
に

窓
毯
る
百
馨

た

第
廓
は
石井
≧
餐

生
同
盟
中

央婁

の開
曹
の
畔
に始
P
、
綴

いて
宙
川
大
二郎
先
鮒
が
コ
器

件と
は
何か
」
の
睨
明
があ
リ
コ暴

て
灘
川
刑
法
の
名
■
膿
を
行
って
噌

る
る

【

し
か
し墨
図
の
民主
化
、
殿
の
自楢
確

立
は
木し
の
脚
醗
にあ
る
と
い
はざ
る

を
得ぬ
、
こ
の
秋
に儲
り
、
鵬
園
の属

圭
化
灘

星

舵湧
蜜
馨
墜

生
の
在
り
方
」と
題
し
て
男子
昂
霊

代
奮

署
寮
大
)
女
孟
生
代

塞
蜜逡
ざ
ん
(府
立
女
鳳
)が
交
々

起
ち
鍵

る弁
強
藷

し
、
鍛

繕
垂

躍鎚肇

川

壁
携
塞

の
猿
橦
「と
題
し

が い ず セ リ ボ
マ な ズ

園 學る 上ち 起
奮
山
の
花
に
鄙
ひ

愁
盈
の茎

古馨

差
蓼

費
て辛
愛

融
げ
よ
世
叢
ま
せ
よ

 ロ

世
を
醒
ま
せ
よ

7
壱
～

`
」
ゴ
7,

て
講
演
が
あり
参
加
型
生に
多
大
の

感
銘
斎興
へた
。

体
麟
後
第
二
部は
星

祭
島
る
翫
樂

藷

か
れ
、轟

星

難
晶

の
着
六
し
き
合唱
の
後
、
特
に大
阪
よ

畠

の
野

霧

よ
搭
幣

よ

畠

の
夢

三高
の
曜
繍
は■
僧
で
あ
る
、
霞
饗

の申
等
捌
妙
のあ
ζが
れ
の
的
ヨ遇
龍

集
つた
難
謬

、
峯

髪

謬
幾

～
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～
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革
新

へ
の
脱
皮

同
志
肱
大
嗣で
同
日
年後
一時
よ
リ
チヤ
ペ
ル
に

駕
て
入
脱
べ
.綴
π
櫛
野
麟
長
よし
田
糊

,

っわい

ゆ
ほ

　
ハ

コ　　
ぢ
　
サの
　
　

灘
鰹

行
は
れて
ゐ
る
。思
出
の
五
。出
六

は
胃
ぴめ
ぐ
の
來
つた
。
昨
母と
今

の
思
ひ
合
せれ
は
樫
園
の
変続
如

回
盃
鑑

放
轟

整
マは
大

鷺
嬬
し
、
楯
籔
壁
景
大第
四

甑廻
蚤に
あ
ふ
れる
制
生
の
蘭
に
立
つ

セ

臓
離
編
硫鎌
肌裂
貌

こ
っと
歩
み
績
けた

し
か
し
これ

サぜ

も何
か
既
に
蕪

であ
る
,
財
國圭
義

戚孚
の
蝉
、と
ころ
、
目
由
は
地に
険

ち.
瓢

的
麟
國家
圃
彰
は
若
き嗣
欝

の理
艦
を
働
らせ
て
し
ま
つ
た、
脇
れ

んと
す
る
自
由の
鳳
繍
を
矯
る
ぺく
、

又
字通
り
全
「一、高
生
は
必
死
の綴

を

試
み
て
は
楽
たが
、
如
何
ん
せ
ん、
時

代
の
流
れ
に
は徹
す
ぺ
く
も
なか
つ
た

のだ
、
騰
し
襯磁
な
る
曜
職
の璽
集
に

直面
し
、
今
や
F商
は
激
々
に
メタ
モ

ルフ
ォ
ー
ゼ
し
っ＼
あ
る
の
だ

××
.・…
×
×

ウ

屋

昨
年禾
以
來
婁

諭
の
話

間隙
の
解
決
に臓
つて
來
た関
題

生

會
の璽

年
蛋
鼻
濯
識

盤

讐
れず、こ

、に
螂
麟
簿
を遡
へ剛
憲

し
新

たな裳

か露

臨

を
響

す
る
ため
壼

ハ臼羅

職
を

霧
し
た

こ
れ
が
岸
大
魯
は
レ
六臼
高
商
醐

}粥に
て
+
時
より
行
は
れ
、幾
田
本
部

長
の翻
猷
滋
睨
、大
月
會
髭の
改
選
ス

ゲヂ
ユー
ル
の醐
澱
瓠
が
あ
つた
.
か

くて
聾

の麟
遺
製
は
二+
昌H
に

十

一
項
目
を
決
議

責
田
山
の
ふも
と
、
取
大
と
向か
ひ
あ

あカ

セ

ふ
謡
高
は
,
本館
の
新
籔
が終
つた
こ

ろ
よ
り
責
材
の鵬
副
の
た
め
改囎
は
中

止
さ
れ
て
し
ま
つた
だ
け
に木
造
の
バ

ラ
ック
と
も
い
へぬ
ほ
ど
の
粗
末な
つ

く
り
,
し
か
畠
静

板
署

ども
、

彰
い
嶋
多
に
一撮
買
は
さ
れ
て、
猷
醐

な
韻
徹鰍
の
励剛
ぶ
り
の
瞬
をと
yめ

てゐ
る
の
も
見る
も
の
に
は
あは
れ
を

蟹

あ

る

一岡
山
科
に蕨
い
堀
所
奮
撰
し
て

の
三
高
新築
駕
鵯
の
謡
が文
弼
省
よ

り
提
箋
さ
れた
が
、
思
ひ出
の
藤
聚

～

～

～

毛西3電璽

岡
を
去
るに
召
ぴ
ず
、
畿
妊先
競
の

強
烈
な
反対
の
た
め
に
夷現
し
な
か

つた
事
は、
か
の
一高
があ
つさ
り

と
向
ゲ
岡
流降
つ
て
駒
煽に
移
つ
た

の
と
虹
付
明ゐ
も
し
、
一一高の
}
側

両
か
小し
てゐ
る
と
い
へよ
う

三闘
は
明
治
元年
飾
設
の
大阪
酷
蹄
局

らへ
に濫
傷
す
ると
レ
ふ
か
ら
、全
國
高
等

扇綾
申
で
騒
も
古
い
麟
塾
を
痔
つ
わ

け、
そ
の
後明
治
三
十
七年
漏等
嗣
稜

令
に
よ
り
第
一.高
等
堵
綬
とし
て
発
足

～辮
大
い
に
期待
さ
れ
て
ゐ
る,
し
かL
爵

生
夫
禽
にお
い
て
見
ら
れた
礪
な
一勝

星
の
饗
に
も
象

醤
警

鳳
度
に
対
して
は
麟
崖
愈繊
員
は
大
い

に
反
省
を湶
め
て
ゐ
る

い
永
還
は
餌ら
ざ
る
澱
理に
の
み
眼
を
に
暇
℃
」自
由
の
艦
ー
そ
の鱗
の
静
に

同
け
よ
うと
す
る
、
歳
時中
如
何
に
外
思
は
ず
囎
い雄
が
流
れ
、泣
き
な
が
ら

か
りの
騒力
が
唖
か
ら
うと
も
、
自
ら
ス゚
ト
ー
ムを
や
つ
た
、
そし
て
こ
れ
が

一一一噛一一一=
璽一一■騨一一=
騨9層〇一一一■一一〇噌一=
一一脚一一冒一■一●一,口",一一の

あ
そ

か
り

むへ

に
典
へ
ら
れ
た
限
界
内
に
わ
い
て
、
専

雷

啓
に
醸

し
て
行
つ
荏

.麺

そ
れ
で
も

昭
和
十
八
年
頃
の

彼
等

は
,
外
よ
り
の
撚
刀
に
対
し
て
強
く

反
瀦
す
る

刀
な
ま
だ
博

つ
て
ゐ
た
、

五
月

「
日
の
記
怠
祭
に
お
け
る
寮
の

デ
コ
レ
ー
シ
ォ
ン
の
爺
鰍
さ
ー
喫
峰

■9一一騨09軸噂,9

東
京
で
も
學
生
祭

甕

星
琵
臨
U
て東
毫

も
躍駅
穴事
件
σを
田
諏
し
て
これ
を

駅
醸
あ6
し
め
るた
め
在
泉
十
一交
化

口
体の
苔
一畢
融
の
下
に
二
士
台
巳

"
から
駅
儲
公
會郵
で
開
か
れ
布
瞥

昆
纏
藷

の蟹

罠

、警

五

鄭
・風
圭
々
義
科麟
魯
協
費
武鎌
三
男

の請
氏
の
騰
灘が
あ
り
脳生
囎
を
代
表

し
て早
大
・昭和
爵
大
の
糧生
が
贈
躍

を
ふ
る
つ
た。
絡
つ
て
「ゴリ
キ
ー
の

煽
年
鱒
代
」
の賦
瓢
禽
が
あρ
、
左
の

セ

+
一項
目
を肇

し
た

(剛)
麗生

活々
の
安
足
、麟
生
に
●

と
食
を
興
へる
(二
)塵
生
自
治
組

繊
の
確
立と
謬
園
民
圭
化の
徹
底

(三
)攣
表
臓
員
に
よる
學
園
の

管
理
(四
)
黒
凹の
激
駐犯
人
を
徹

底
的
に搏
放
せ
よ
(五
)學
牛
滲
加

に
よ
る乳駅職
昌養
格
審査
(六
)冒

僚
の
戦
窟干
渉
絶
対
反対
へ七
)拶

榮
料
晴
上
紹
対
反
環
學
稜
財
政

の
國
鼠補
助
へ八
)勤
勢
大
衆
への

屡
間
の解
放
(九
)人
民
の
利
纏
」

進
歩
のた
め
の
解
問
蝿設
(十
)謬

牛
民L
職
紳
の
即
時軸
戚
(十
.)

隙
糊

政
慧

対纂

、
民ヒ
畷
一

甦

へ
る
自
由
の
傳
統

　灘
製
棚耀
⑳麗
"鰻
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す
る
ま
で、
開
明
學
椥「
大
阪
外
國
語

ぼへ

箪綾
、
大阪
耳
間
嗣
稜
、
大
阪
中
娼

綾
、
第
島
高等
巾
嗣
綾
と
醜多
の
俄
綴

を重
ね
、
そ
の闇
多
く
の
大先
甥
を
叡

出
せ
し
め
たの
で
あ
っ
た

X×
・…
×
×

ー

.一琶

毫

嬰
藁
等

あ
る
、
だか
皇

い

つ
て
壼
二寳聾
は
邑

反
動だ
と
は
い

へな
い
、
時
刻々
々
の
めま
ぐ
る
し
い

敷
綴
に
目
喬
る
よ
り
は
,む
し
ろ
蹴

篭
f̀
監
●
61
」
も

6竃
置
f
1
～

の
「初
籍

」
木
曜
日大
阪
簡
大

木
村
被
授
「喫
庭
純
済
の
誕問
■
」

及
び
瀬m
敬
授
「初
歩
英韻
」
金
曜

日
源
畳
宗瞬
師
「日
本
蕎
促
」

これ
・島
雌は
選
照
に
委
され
鵬
生
は

この
鵬
磯
及
ぴ曜
蟹

動
の纐
れ
を
選

んで
も
よ
い
こと
と
な
つ
てゐ
る

科
目
撰
擁
制
を
探
用

【同
大
露
科】
同
大
撫
科で
は
巖
目
必

御
、
膿
照
両制
を
慌
用
、必
饗
目
と

し

し

し
て
國
良
、
西
洋
史
、
萸謡
、
國
又

ユ

サ

劇
、
紗
必
須
科
目
と
し
て
フ
,
ン
ス

語
、
ドィ
ッ
語
、
綴
癬科
目
と
し
て節

麟
、
響
碍
自
鷹
科
堪
中
國
又
喚

四
窪
又
艦雪
キ
リ
ス
ト戦
馴
「
吐
倉問

響
響
護
け
、
薫

鑑

し

過
去
の
飢
一圭
義
か
ら
解
放
さ
れた

翼
、教
授
阻
萎

す
る
た
め
謬
一

五
敏授
を
招
き
、反
醜
師
と
して
岡

大
團
部々
敢
授
、㈲棲
敬
綬
を
招講

し
新陣
容
を
曜
立し
た

幽
生
の
手
で

辱
堅
5

喫
茶
蜜

開く

星
自
曽

休
退
學
者
績
出
す

親
の
脛
ば
か
り
か
じ
つ
て
居
れ
ず

を
攻
駆
し
、
無盆
な
載翁
を
嘲
簑

し
、
無氣
刀
嫉
る
マ徒
に
鰍
号
し、

横
鑑
る
難

鱈
し
i

1劉員
■■ 」■■

籔

●'

■ 凹 ・

專
門
η
Ω
科
設
■

【■
聖
】
関
昂
,・は
綴
門
邸
交器

の
犠

箪
か
し
卑
栖

の
騨

時
跡に
階
角
し
新
し
港穣

の
もと
に

ピ
へ

て
剛
偉
閻
出
つ
艶
.血
込
れ
た
、
そ
の
内

ぢ 殺
口菱
㌧
と
人
久
科
62二
つ
に分
君

← ・,

駈

説雛
卿は
い
ま
澱
に凝

な
現
鍵の
間
藤
と

し
て総
ゆ
る
問騒
の先
頭
に
ある
の
で

あ
る。
こ
の
間蹴
は
溺
だ
趣
本的
で
あ

るが
故
に
そ
の
募
た
る
や
畷め
て
譲

刻
獄も
の
が
あ
る。

野
山
の緑
は
い
よ
く
渉
く
麗
か
な隙

就
申
これ
ザ
打
準
は鰯
国
.㌧わ
いて
κ

光
ほ
快
よ/瞭

注
いで
、
勉
學
に
ス

ポ
ー
ツ
に今
や
糊
好
の孕
節
か講
れ
て

るる

ゐ
る
。
回葭
さ
れ
た
自出
と
軍
和
の
も

と
、
い
ま惣
夏
の
天
地ほ
思
げ
ら
れ坐

ごく

ぐん

ねっ

つ
た
着
人の
羅

な肉
体
を
餐
分
に樂

ま
せ
轟
れ
る
辱
で
あ
る
。
陛
し鴇

も
ロ

ら
現
翼
に
お
い
て
躇
々
の
周
園
は
璽
い

暗

、
ヴ
エ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
。
即

　

一り魚
艇悶
瞭
は
か
つて
灘

も
しな
か

つ
た
蛙
の
響

た

つ
た.
か
胞
て
叫ば
れ
て
ゐ
藻

し
く
.
一艇
帆
會
に比
し
て
慰
噛感
局

に
あ
るこ
い
へる。
忍
し
食
側懲
卿
鍔

撮
によ
り
厚
園
は
一時
・での
卿脳
ル傷

止
し使
命
か
轟

ざ
る
の
止
むな
慧

コヤ

に
ゴる
伯
険
に
陽
され
て
ゐ
る.
呂
園

は
ての
磯
成
よ
り
して
そ
の
立場
より

蕃

宴
癌

鰐
を
叢

し
てゆ
く
た
・だ
は
、
こ

鷹
に
お
いて
な
ほ
よ
く漱
艦
に
処し
得

隈
煕無
く
隙
卿
休
或に
入
る
な
ら信
・

しの

サホ

る
の
体
制
を鷲
ふ
べ
き
であ
る
。
然
ら

ざ
れ
は
着
し米
瓢
の
酵
給
が漣
猷
へ
そ

し
て
認
酵
に及
ん
だ
時
、
た
、笙
し
く

拙
業
か
中
止
し綴

時
日
な過
ず
と
い

ぼの

ふ
髄
果
に
陥
入
る
こと
は
必
冠
で
あ

る。
聖

轟
誌

な
罫
撫

奮のユ

局
い
か
な
る
穐
果

?
生
、①
る

訓は
余
り

に
も
明
日
で
め
る

否
人
は
こ
の
P
う

ロ

シ

　あ

ロ
の

な
瀞
駿
た
.釦
炉
聯
依
買

h、、
亜
吋
て
灯

す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
肇

雲

.7、牛
栖
∴
あ
、
一
r
日

し
て
金
釜
く
漸虫
範
的
',あ
り、
磁
立
せ
ず
、
薦
ら知
艦
的
誘
働
r雁
始
す

概
に清
貧
一方
の融
會
ぐあ
る。
か
く
る
猷
幽
肥
脅
に23h
て
=
」ぴ
食
槻
徴

し
て齢
塞

嚢
錦
遙
行
し
禁侃

躍
は
全
/え
胃
艦
と
㌔
5
のは
勘
σ

れか
熱

憲

か
癌
立
し森

重

爆
宕
な
い。
術
鳶

可良

珍

対

モ
へく

ひレ

外
にあ
.O.
こ
、に
冨
極
策
の限
界
が

さ
6で
た

盃

磐
な
男

盗
脇

あ
・消
雛

に
美
の
書

巖
せ
ざ

慰
抄
後避
せ
し
む
る
もの
'・あ
σ
、冠

る
〃俘
ない
の
で
ある
。

サ

ロも

に
興心
に堪
へな

,
H本
再
述
久
化
夙
住
はも
ぱ
や
ス
ポ
ー
ソど
ころ
では

的
篶
舞

寒

ノ
法
説

八に
か
な
く
乱
駕
講

磁

しく
い
は
聾
、

じ

〉
⇔こ
こは
ぬ
こ
れ
て
よ
hは
r
は
な
み
Φ現
在.
下
循
銭
沽
な病
る
遊
場
孤

い
。

の
昏
巾
漕
住も
伊
め
て
疑

乙な
る
㌧

曝

,

由

.

慨

蹴
発

なら
ば
翻

ドロ響
朶
.{
な
隷

い、
あ
・ゆ
る
謬

蕎
注
し

あ
δ
ゆ
を
力貯
"い螂宥
さ
れぜ
で
あ
ら

う
か
し
"も凝

賄
歪

犬
刀
繭

し
か
し
現ヅ
の
問
固
題
と
て
良
へ

綿
対
的
不
尼は
明
か
な
の
ヤあ
り?
・

るド

と
も
鷹
♂雨歌能
こて
の
九
ダ4ギ長",、̀

霧

け
曽累

酷

き
は
明
r
あ

る
.
こ
い良撫
伽
陣
の
礎》
、.μ"焦ゆ
る

舞
力
に
も捕
θず
全
く
不
可勘
ω甚

く

で
.の
る
こ

しは
酔
覆
じ
烈
酔
た

・)れ
。"

、
9

,

あ

り
一つ。
わ
れ
わ
れ
は
か
、
り
場

〕ヂ

ち

る
く

り
環
暁

い根
底
よ
り
の
動
鍵

に
対
,
、

レ

の

ち

鋼

r
F」
,,
'刀
な
対
榊
邊

力
圃
そ

♪

サ
ゴ

れ
〆

こ
」
ル
粉
蟹
丁
.Q
ご
、の
㌦
あ
る
へ

こ

ヘ
ヘ

ド

、°
、辻
ハ
　14録
俸
鵬
対
暁
喋
不
可
砂

レ

必
要
閲
を
も
つ
て
ゐ
る
、
懲
ら
な

φ
放

　グ

　

L
し
蝿
益
に
し
て
混
乱
ゐ
壌
,
の
烈
'
、

あ

%

い
か
π
る
鱒
ご
勉
學
ω
由
止
は
纏
対
に

不
畦

魑あ
.
一、
可
歌
.ξ
韻

止
ま
畿
縄

と
阿影

で
あ
る
、過
ム
に
わ
い
て食

饗

冨

口
し
た繕

㌫

栽
果

りほ

に
ゐ
い
て如
呵
で
あ
つた
か
を
ろ
へれ

ぽ
,ての理
吻
は
円
明
、あ
"う
。
かく

再

人は
鱗

乞

しか
も
写

焦

ロえ

体
帖
対
策
を
得
叫
稗
h
り

∫
た
教
17

斤
砿
.
取
む
る
り
切
一,、あ
る
,

一
、
ゆ

.
d血
よ
り
順
か

,㌔-,
休
要

呂
用
し
伊

署

響

し
鷺

繕

方

塗

塁

ご
撃

3
、

R

、
・,

ゴ
ー

捗

、
,

秒

ワ

5
餌
建
ー
bが
ケ
"'
F
一
h

甘

し
か

ウ
レ

ネ

電
習
の
'伯
廟
ル

到

、7

の
↓

一
い
の
⊃

う
U
曜
～

勾
頴

海
」
眺
㍗

ビ
刀
露

・

ワ
ユ

の

く

ゑ
官
隅
し
た
山
絶
牡
、
一
〇
跨

ハ
噸
拝
.'

し

.タ

境

に
前

口
7
甑

、、

,-れ
㌦

・

の　

ら
る

り
殺

や
捗
稜

〃
既
吻
恥
響

歴
'2
い

て食
樋
脚
穂
ω
対
邸か
聯
♂
する
こ
」
麓
にお
h
て
も
々
僧の
不
可
憩
な
幕

動
む
の
Fあ
る
、臨

休
蓼
鰹
れ

寓
に
鹸

し
た憂

、'滋
か
に彰

る
所以
ほ
新
角
の好
酬
心
ゐ
拙
き勉
劉

これ
る
こ
と
h、分
払
あ
り。

准
鯉
れた
鎚
h
容
白な
時
日
を熔
ず
る

燃
舐
これ
㍉
の
君
鴛す
弔
枝
⇔
猷石
丁

・ジ
,あ
る
・
塞
的
卿
野

やか
て

る期

賜

ぜ

聚
の
勝

丙謡

鵬

b
謬

歪

こと
癒

対
に趣

瀞り・曾

噴
緊

総

・肇

・の
栖
一

け
わ
ξ

ノベ

鴛

ω
榮
罪
調

のギ
殊
5
帆
や
磐
跡

簿

に吉

解

読

呂

薫

脱
畠

'昂世

姿

あ
・'
.

;

陽汎藷

醐

詔
ご羅

噺贈

鷺
鞭

響

距撫
騨

髪

騨
欄

θ"鹸

賜
鵬罪饗

酷

ク
諺
襟
職ノ撃
童
、歴・罫
舅
薮
し蚕
翫
議
の貯

ろ
獣
めて
ゐ
る
、
し
かし
こ
の
賑ち
問

な
蕪切
ら
ね
ば
なら
な
い。

置
㌻
"瓢

魯

関瞭
し
て
長
卿休
馳

の
理
由
な
つ
一..∴
ホゐ
㌃
h。
この

瓢
蓼の
磯
獄
戦
射
が
軽
つて
・
昂
園
の

自
泉
鰹
U
、
量
奮

工
場
から

轟
が
新
し
幕

響
野

ふ
く
髪

せ
て儀
し
の
景
園
に
嬬
つて
聚
た
のは

昨
年の
ト
月
初
鰯
だ
つた
,
し
か
し閣

職
の
考ぴ
し
さ
は
.
或は
鰐
庁
嘱
剛と

峯部1瀞 経輸 文鄭 王野部工鄭 農挙部
1

医鄭 医専縦十

縛買 2如0 1200820 380 145073σ 860 440 830G

1木挙老 190 35 31 44 50 45 36 10 360

通挙 0 30 27 9 16 糾 2 19 137

 

な
θ吸
㌧群

曳筒
と
な
72
て秘
り
の

同蝿
心
の
尊
"に
皿ち
ふ
ご
が
つた

二合
圃り
の米
で
、
「月
二目
五
十

円
似
下
で
、
どう
し
て
下宿
表

が

檀
け
て
ゆ
け
よ
う、
働
か
うと
し
て

も勉
弧
の
片
手㎜
に
や
れ
るの
も
と

い
へぱ
誕
籔
師
位
な
も
ので
、
こ

れ
も
一邸
の
幸測
(7
)
に曝
ま
れ

た
もの
が
あ
り
つけ
る
内
●
で
あ

る、
そ
の
ト勃
贋
は
数
十
に倍
躍
つ

て戦

聚
庭
教師
の
報
酬
は整
面

の
せい
ピ
い
三、
四
倍
であ
る
、
窺

の脛
はか
り
か
じ
つて
ゐ
られ
な
い

卿
午は
、
か
くし
て
室
し
く
血
覆

吐
く檬
な
想
ひ冷
し
て
鰯
園よ
り
去

つ
てゆ
く
、
彼等
の
多
く
は病
蝋
を

琿
由と
し
て
ムる
で
あ
ら
つ、
或
は

一増ヒ
の
紳
由
とし
て
表
る
であ
ら

う
し
か
し臨
を
跡
つ
てみ
れ
は
、瓶
ど
す

へて
が、
睨
職
に
よる
物
監

、
食

鑑

に轡

こ
と
磁
警

れ
る次
に

ケロ掲げ
る表
は
京
大
にお
け
る
各墨
部の

休
學
勃わ
よ
ぴ
叢
矧
皆の
数
字
的隙
計

あ
る。
こ
れ
は
昨牛

月
か
ら今
年

ヘ
へん

月
貫

め
四
51
牟
の
慶
化
を
ホ
す
も
の

",
あ
る
か
、
こ
こ
で
注
慧
せ
ね
は
な
ら

の
こ
と
は
、
大
隅
か
ら
糊
れ
て
ゐ
る
も

の
は
甫
馳

㌧
ρ
,
'
白
あ
よ
ぴ
群

者
の

ぼ
リ
ロ

み
h・は
戸、こ
～マ
あ
る
、正
親
の
煽

川の
な
し
糧
力
に多
く
の
脱牛
が
簡
里

に備
つた
ま
、、
或
は
家
鷹の
脇
事
に

從再
し
て
ゐ
るで
あ
ら
うし
、
或
は
爽

ロ静
的
な
職藁
に
つい
て
ゐる
で
あ
ら
う

墓

券

嚇

碧
の霧

る
か
は
議

なが
ら
歪
で
あ
る
磁

し
栢
獄
犀
数
に上
る
で
あち
う

然
し
こ
れは
ま
さ
しく
輔つ
の臨
で

あ
つ
た、
衷
面
上
の臓
び
り
ー
ー然

も
そ
の眠
に
流
れ
る
シ
ニカ
ル
な冷

嚢

あ
奮
発
ら莞

盤
霜
十
馨

ヨ
高
生の
動
と
も
た

の
堂
雷
の蓼

り
のぞ
耽

べ

縣
は
生
砂
劇が
保
轍
し
・喩
は
蜜

蹴

愚
用
と
し
て騨
蹟し
て
行
つた
の
だ
,

盤
後
だ
と
いふ
の
で
、
氣
駐ひ
の
や
う

曳
f89
～

畳̀

～

共
厭
部
で
は
二十
日
か
ら現
在
利
用
潜

のな
い
聰
員
食鱗
を
麗

して
駆
茶
齢

茜

い
て
ゐる

酌
圃
よ
りも
霧

ケ
ー
キ
、

代
用
盒辱
は、
こ
れ
を利
岨
す
る傑

生
、
職員
、
医
局
歯、
看
護
麟
か
ら

大
い
に嘱
ば
れ
、
好
師を
博
して

雪憺
任
取
擾
を

窟轟
轟

生
健
で
公
逡

9

六
暴

鶏
藷

奮
要
孟
轡
ぱ

整
きな慧

の器

奎房

窪

馨

つ、雪

誤
稜側
で
も
か
Σる
宅
雄
の翼
欲
を

講
た言
ん
と
積
廼
尉な
舅
刀を
示
し

ー

鞭痩を甲槌

の公
謬
ま
り決
足
τる
と
賦

画

△朋的
な
万
法
をと
つ
た
,郎
ち
各
ク

ラス
に
お
いて
奪

る啓
πを
裂

票し
、
そ
の
クラ
ス
にお
いて
最
高

嬬数
を
建
敦
授
を
栂
任と
し
て
迎

へる
の
で
ある
が
、
或
一人
の
甑
授

が
一5
以
上
のク
ラ
ス
で最
高
翼敏

を
樹
だ
場
合は
そ
の
戦
授を
各
ク
ラ

スの
何
男
が君
果し
たか
を
鞍
ぺ
そ

の
敦
覆
を
蟹
む毒

のよ
り
多
い
ク

ラ
ス
を
受
持
つこ
と
＼す
る
な
ど
、

徽
萎

し
い風
景
汐農
開
し
た

女

專
生
立

つ

【壽
薫

時
害

毒
艶
の

は
、
日本
勢

葉
曝

た
る
に
は

融
ひ
な
い、
そ
し
て
.一一高
は
ど
う
であ

つ
た
か、あ
れほ
ど
口
を
編
され
(ある

最
後
の
スト
去

だ
つ
た、
そ
れ
か
ら
憲

奇
旗

㌃
我
は々
琳

的な

は
學
幽
動員
が
強
彪
さ
れて
」.高
牛
は
ら
ね
ばな
ら
ぬ
μ
と
言
つた
宝
か
りに

丁
場
に
出て
σき
交
科
の者
は
亦
紘
一
A
修
織
戦
嬢
に
陶
職を
命
ぜ
ら
れ
た

枚
で
次
と々
静
潮
な
る
第
一線
に
罵召

生
雄
があ
る
く
ら
い
だつ
た
と
か
)そ

さ
れ
て行
つた
、
そ
し
て・一高
生
は
も
し
て
あれ
擢
行
動
を
照樫
さ
れ
た
一「高

う
何
も
いは
愁く
な
っ
た、
い
や
い
ふ
生
で
あ
つた
だ
け
に
、憩
沢
に
自
由
ル

を
許
さ
れな
か
つ
た
の
だ,
そ
し
てそ

調
歌
しだ
す
か
と
思
ひの
ば
か
.
〕一高

の
こ
ろ
まで
ル典

婁
・
な
か
つ
た
に
お
ける
禽

鶉

の火
の
手
は
なか

雛

魑

うし
く
讐

れ
・
巖

圭
く

にあ
が
ら
な
か
つた
・
慶

に・

義
の
中
に

躍白
の

一.筋
に
灘
屹
u
と
,

ま
つ
た
く
撚
々
に

蠕
彗
の
歩
み
よ

自
由
を蟹

醜

誌
り
は
て
、
「=
り
も
のゑ

つ
た
・
全
=鍵

は
錫

高
些
はヴ
つか
り
地
に響
つて
し
ま
っ
を麟
れた
の
か
.
あ
るひ
は
、
あ
まリ

ニの
だ
つた

に
も
彊か
つ
た
鰯
欝

の
故
に
、
フ

妾

・・,・文
×

ア
イ
トを
断
失
し
理
醒の
躍
を
翫
らさ

そ
し
て
麓

を
賭
けた
は
ず
だ
つ
れ
て
しま
っ
た
の
か門
そ
れ
は
鍔
瞬
記

た
職
箏
は実
に
み
じめ
に睨
れ
て
し
ま
暫
の
翻
し
能
ふ
と
ころ
で
は
な
い、

つ
た
そ
して
、
整

の中
つ
國
は
.
た
㌢
新癩
記
念
祭
に
お
いて
わ
つ
か
に

い
は
Y
ア
メリ
カ
の
尿
慶
騒
の
中
に
鱈
新
の
彙酵
が
見
ら
れ、
載
時
由鞍
齪

文
出
國家
と
し
て
デ
モ
ク
ラシ
ー
國
家
を
は
し
いま
、
に
し
芯秋
丹
羅

圭任

と
し
て再
鐵
す
る
こ
と
と
獄つ
た
、
そ
を
紹
より
惣
放
し
、
名婁
と
も
に
い
に

し
て
全
図に
は
・つは
い
たる
デ
モ
ク
ラ
し
へ
の自
由
卿
に
澱
し、
生
僻
聞
の人

シ
ー
脚
の旗
印
の
下
各
地各
処
の
娯
齪
剛
胤
い相
原
敬
舶
を
艶
の瞥
問
幟
に矧

が
.
擬
も鞘
子
も
と
は
か
りに
娯
園
民

る
融度
の
改
樹
で
昭
和
二十
年
を邊

主
髪
撃

だ
し
た
,
こ
の矯

か
畷
り
・
整
姦

へ
た
・理
野

な
墾

な
る
流
行
に幽
さ
な
い
限
りに
お
い
て

一醐
の
めざ
め
た
触
高生
は
は
や
る
心

藍
各.8
4も
9
～

℃
38智8
1

4

重
ζ
・3
隔7
～

一・.・」
.°3
～

蝿
38
雷麿
～

O

▼
窪
旧さ
ん
は

勢

鱒

に
何と
い
つ
た

か
.
・この
内

職
蓬
命
な
の

は
よ
く
知
つて
ゐ
る
、
知
つて
ゐ
る
か

ら
、
急
い
で腰
貝を
奥
行す
る
、
樹
が

残
し
て
行
きた
い
"
と
、術
し
誕
旧さ

ん
の
伽
慰は
外
れ
て
幣
康
内職
は
戴
外

長
か
っ
た
,そ
れ
と
反
比猷
し
て
窪
旧

さ
ん
が
残
して
行
っ
た
も
のは
何
で
あ

ら
う
、
それ
は
國
立
麟
珊
の設
立
で
も

湊

れ
ぱ葦

瀞

奪

も
な
か

ぼへ

不
尼
を
騨
つて
ゐ
た
蒐
邸尉
立
女
專で

は
、
触え
上
る
憲

の郷
昌
心
を緬
す

に
は
、凋
往
の
愚
峻
は敬
劉
暇
劉
をは

じ
め艘
め
婁

し
て
藁
な

く
、変
塁
謬

堅

ハ六

猷
の巖
、
栞
曹
墨

讐
の
縢

誠
姦
窪
ど
、寓
悪
漁
謬

謬

意
は
れる
に
も
瓶要
・

醗
概
沁
嗣
舌
膿
で薯

の鰍
緻
に

讃
し
く
醇

岱
立
つ
難

たる
R
本

　

コ

蕎
の
鑛

者
とし
て
は
磯
めて
不
西

で
あ
り
、
棚
昆同
氏
の
無
晃
力さ
は
全

生
窯

さ
へ賦
い
不
満
を
購
へて
ゐ

る
、
器
し
旬
ら
附よ
り
購
へら
れ
て
ゐ

る
琳
算
は
府
幽
局の
教
青
に
苅す
る
不

騰
実
を
反
畷
して
圏
め
彊

さ
れ
て

居
つ
て
六七
万
円
に
過
ぎ
ず、
灘

的

に
も
、
瓠
敢
財
の禍
職
は
驕
で
あ
り

又
新
ら
し
い綾
長
と
し
ても
瀞

掬
な

く
、
昨
年
の麟
以
來
の宝
僻の
不
潤は

唾薬礒

 

結
局
や
り
場
がな
く
て
内
に
こも
つ
て

ゐる
と
い
ふ
脚鰍
で
あ
る

蝶
羅

田葎
廻
へ、霧
部髪
田主

麗
騨
旅難
趨

続
騙勉

と
ぼ
れ

つ
て
の
は
　

うしは
あ
る
が
う

　

雄
縫

維

」ん
,、脂劉
く
一

×
×
。.8..美

一

詔
鞍
腓
難
ぼ緯

躁
夢
璽

獣
して
ゐ
る
、
岡
の佗
は
紅
に熔
身
た

が
犠

緩

と
して
蔦
な
く
、緑
の

夏
の
湯
露
に
,残
れ
る
㍊
を
仰
いで

墾隔
鯨
範
簿
墨

し
た契
践
は
未
だ
身に
つい
て
ゐな
い

か
の寮

深
い

ヒ然
し耳
を
澄
ま
さ
う
、あ
ま
り
に
も苦

や

し
か
つた
こ
の
数
年
.血
醒
ま
ぐ
さ
い

濃

より
さ
め
て
、
田柘
蛇
の
力
服
い

騰
動は
購
ま
ら
ん
と
して
ゐ
る
の
だ、

琵
筒
生は
歌
ふ
で
あ
ら
う

穿

轡

論
に

う
けて
は
耽
る
長
蜜
の

婁
の頚
撃

ξ

來り
て睡
め
よ
…
…

き

竃
。
,

つた
.
則
,き

墾
麿
と
建

さ
れ
た
無
旛だ
つた
.
田
由薪
丈
樽
よ

安
倍
さ
ん
の驚
を
貯
む
%
れ▼
層
そ
瑛

廊ほ
ど
鮒籔
的
な
都
市
はあ
る
ま
い
・

こ
こ
だ
けは
藩
と
馨
の鑑

に
あ
る
か
の礫
に
見
え
る
.
マン
ヂ
ウ

は
鑑

献
し
瓢
屡
齢麟
と々
白
融
搬

取
し
て
ゐる
、
さ
う
い
ふと
彼
辱
は
反

騨
る
蕪

投
い
、
・響

れ

る
も
のが
勲
取
し
て
ゐ
るプ
ルジ
ヨ
ア

だ
か
ら、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
スゼ
ロ
だ
"

と
、
か
うし
て
い
つ
も鳥
齢
影
兇
る
の

は
正麿
な
人
民
な
の
だ、
正
塵
な
ぱか

齪蕪

蚊

響
な
い
、.薯
迅
響
婁

て
ゆく
小
載
の破
に▼
「昌
生
」と
い

遷

隠

、
奎

カプ
ラ
姦
馨

を聯
鷲
さ
せ
る
誌
縫

の
人聞
と
患

は
れ
て
ゐ
た、
と
こ
ろ
が
今
日
「學

歯亡
と
い
へ
は
ア
ルバ
イ
トと
し
て
ゐ

る酬
隻
や
,
本醒
U立
ち
瞭
みし
て
ゐ

む

る
星

を
聯
想す
る
、
正
に創
生
こ
そ

は
、
今
畷
階
し
つ㌧
あ
る
申寵
附
纏
の

糧
し
い
シ
ン
ポ
ルだ
、
しか
し
日
本
を

再
懲
す
る
も
のが
.
結
局
こめ
學
生
以

外
に
は
な
い事
を知
る
と
営,
噺
拠
し

む
　

い
だ
け
で
は濱
ま
な
くな
る

臨
,些
逞
懇

還
▽塁

踏

▽
紙上
匿
指
司

▽
あて
名
は
蝋

大韓

推
鵡

係

起

て
女
肇

専
生

女
毫

の動
向
に
つ
いて
、
色
々

取窪

さ
れ
て
ゐた
が
、
終に
先
日
の

交
薯
令
に
吉
書

本
享
駐

厭

門
嶺稜
は
鰍
稜
と決
足
し
苑
何
の
故

をも
って
日
本
の藍

が
鰍
止
さ

れ
たか
を
我
汝
はそ
の
理
由
さ
へ敦
へ

ちハ

られ
す
、
た
y
天降
り
式
に
即駆
稜
6

コ　ロ

と
知ら
さ
れ
た
のみ
で
ある
。
■
み
る

に日
本
女
子
酔醐
敢
育は
、
古
く
明
檎

し

に
纈
0
、
そ
の戦
背
田
,四
十
年
を
敬

へ、
そ
の
聞
-多
く
の
女睡
を
途
り
、

爵
學
の
遡
畷
に廊
離
せ
しこ
と
大
なる

も
の
が
あ
つ
環

し
か
も
、霞
壼
晒隅
の遭
で
あ
つた

女
子
戦冑
に
今
や
つと
噂
黎
明が
訪

れ
よ
うと
し
て
ゐ
る。
男
女
歪
噂、

観
問
の
自
由
の
叫は
れ
て
ゐ
る
と

告
.
叉饗
匿

に
、
墓
歯

墨

雇
か
く
の如
書
.
暦
窪
も

つ
て
臨
んだ
か
,
その
理
騨
に苦
し

む
も
の
であ
る
。

隠
膠
腿
勅
もよ
か
ら
う
、女
子
爵
樹

の
隆
度
の
低く
か
つ
た
こ
とも
.
憂

か
も
し
れ
な
い,
そ
れ
な
らは
何
故
女

子
に
も
・
闘
き敬
轟

衡
を殿
へて
く

ユも

れ
な
い
の
か、
駆
破
と
す
る前
に
、
女

子
歯
科
大
鱗
に殿
禰
と
い
ふ親
心
を
み

せ
て
く
れ
な
いの
か
.

麟
立
間
もな
い男
～臥導
に
ぱ
医
火

易
格
を
許
し数
々
は
脇舶
の
如
く
捨

て
さ
ら
れて
し
ま
つ
蕊

先
費
楢
姉
よ'°我
々
はハ,こ
允起
ち

上
り
、
こ
の文
部
幣局
の旧
禁
依燃

た
る
腱
度
に断
乎
職
ふ
べき
で
あ

る
。
女
了医
斑
牛
渡
よ
、員
女
滋
は

一て,
一勺
で
は
敏
へ
ぬ
とい
ふ
の

か
、
シ
コ
ルベ
ン
し
ては
な
い
。敢

然
と
病
魔と
職
、め
ゼの慧
無
を
忘
れ

で
は
な
・擦
い
。

今
我
々
の
削に
は
二
っ
の逗
が
あ
る。

貯
灘

晦
なる
オ
ン
ナ
であ
る
か
、た

ち
職
ふ
ぺ
鷺.
齪
り
と胤
鵯
浄
も
つ
女

監
竃

φ
◎か

今
こ
そ起
て
ー
そ
し
て職
へ'
駆後

の
愚
警

日
ま
で・

「
角
帽
を
脆
ぐ
」

に
封
し
て

五
月
二十
一日
附
■
園願
聞
所駿
の

隅
堕
殴
贋
「角
顧
を
ぎ

と
の松
本

兄
の
所
搬
に
払は
反
導
あ
る
。
我
々

は
今
こ
て癌
を
し
つ
砂
と
醤

麗

さ
ね
ば
な
らぬ
。
殉
翻
こそ
難

綿

さ

ドん

で
ダ

の
象
徴
で
あり
眞
の
正
しき
行
動
は徹

慮
的
な
る
鑑
の
瞭
か
らの
み
生
れ出

る
の
で
あ
る。
松
本
兄は
マル
ク
ス
.

レ
ー
ニ
ン即
進
歩
場
動
」玉
つ
て
おら

れ
る
や
う
だが
、
ド
ー
ソ
ンの
窩
ふ如

く
ン
ァ
シズ
ム
の
力
が
マ
ルキ
シ
ズ
ム

よ
り
も
む
し
つ
「匙
抄的
」
だ
つ
たの

で
65
る
、

ゆ

　

鶏
ル
陶,
保
響的
な
ど
問
題
に
な
ら

な
h
の
だ。

か
っ
て、
こ
の
同
じ言
恥
の
下
に多

く
の
馴生
が
、
兵
僧
の門
を
満
つ
て行

ロつ

っ
た
こと
を
想
起
し
よつ
。
マ
ル
ギシ

ルユも

ズ
ム
も
批判
さ
れ
れ
ばな
ら
狙
。

を

共
璽
馳
の
理
想ほ
遠
い
。
こ
の理

緋
は
人
贈と
共
に
起り
そ
し
て
何
碍の

峙
代
に
おい
て
も
あ
つた
。
キ
リ
スト

ヨ

敢
の
理
憩も
旺
會
面に
お
い
て
は共
姫

を

オ

主
義
の
理慰
と
殆
ど等
し
い
。
しか
も

り

二
稲
の分
峨
す
る
所以
は
キ
リ
スト
敢

に
お
い
てぱ
理
㈱
への
途
が
総
へざ
る

自
啓
の撮
占

の
巾
に
求め
ら

れ
κ
に
反
し
共
濠
田
磯
に
お
いfほ

泉
務

攣

」に
お
い
『

その
途

を
求
めた
か
ら
で
ある
。
畦
物
井証
法

新5月 號 撃'218

特
輯
・再
建
日
本
へ
の
教
育

胃
超
日本
の
敢
胃

新
背代
の
敗
肖
に
フ
いて

柳
盟
竿
郎

高
野岩
三
耶

ソ
嚇に
於
け
る
覆肖

新
関
欽
地

英
國
ω殴
台
哩

加
藤
葵

恥
ノ煎
の
村
藩
卜活
と
覧

生活
・…
・虚
盟見
和
了

靹
ら
しい
H
本
と
美

育
:…
:…
裏

好
誠

難
蠕
響

甥

鑛

作創

2少守

謹
菊華

灘
薯ヲ蟹

 

小
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人
約
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難
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轟
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世
界
垂
展憾
せ
る
十
日
間

ー
ロ
シ
ア
苗
命
の
歴
史
陶
記
蘇
ー

本露
に
対
す
るレ
i
昌ン挫
薦
の
肇

「余
は
蝋
常
な
翼瞭
を
以
て
本霞
を
韻
了
した
嬰

る
こと
な
く
塗

繍
蓮
界
の
鰐働
莚

薦す
る
・・…
本書
は
プ
ロ
レタ
蓄

が団

であ
リ
ブ
ロ
レ
タ"
ア
践
裁が
阿
で
あ
るか
に
つ
い
て
優め
て
正
硝な
、

蚤
め
て
窟
実的
な
抽
駕
を興
へて
ゐ
る;
…・』

東
轟

岬
田藁

町
冒一ノ
一望兀

ヨ

光

鮭

創
型

響

費

六
月
綱
日

　　
　
ぼと
ソ
の
の　
サ
さ
コヨ
ヨ

　
ニ

詫

円
多

エト
塁

表

舘

・・忠

肇

辮
灘

養

6
響
諮
σ

巌.趣礒

爺

叩飾

ソ ヴ ェ ト交 化 肚
一の十・一規 ピル
=3噛笥糧

英

文

週

刊

大
和
塗
霜
属

藷

男
一6
>
と

自
》
』
亀

>
2

2
0
』"

…

ー

…

…

…

ポ
ヨ

　

の　
　リ

ポ
ユ
レ
イ　
ほ
の
ら

　
　

漏
㍊
難
瀦
囎

★
盈
屋
唐
『
一醤

五
嚢

掲
Ω
・8

き

　
　

りらのヨ

 日

米

駈

聞

肚

の
名
の
示す
如
く
、
好
職的
な
晩
物
的

む
理
線
主
罷霜
そ
れ
が
共
巖霊
難
劉
で
あ

る
。
彼
等の
艮
瞬
に
も特
攻
陳
虜
士に

お
い
て
のや
う
な
甑
る
べき
無
瀞
が横

たは
つ
てゐ
る
。

彼
再は
ど
う
し
て蓄

本
の鰍
の

艦

であ
り
蟹

う・

大
星
よ
角
響
し
つ
な

と
奮

く

6
う
。今
日
日
本に
は
、
自
己
ω利
盆

費

に緻
命
の
石
邸汲
(衙駕
ほ
保嚇ロ

で
も何
で
も
な
い
)、
と
進
出
の槻
角

ほ

じ
をッ

よゴニ

を
窺
つ
て
.
虎
覗
耽
々
た
る
翫翼
汲

戸彼
響
は
進
拶
で
も
何
.,、もな
い
)

ピへ
き

と
が
力に
醜
い
闘
璽
な鞭
け
て
ゐる
。

我
は々
この
両
蕎
の騨
埴
麗
的
に

あ
ぱ
かう
。
そ
し
て端
の
文
化
への
途

一を
知
る
こと
に
趨
進す
る
の
だ
。

松
本兄
ほ
大
多数
の樫
生
が
騰
主

義
的尊

轟
的
であ
.勾
ご需
はれ
る

が
、
私の
あ
の
鵡
恥
〃誼
/
だ
時の
鰍

ミ想ほ
全く
.
松
本兄
こ.忙好
戦的
で
あ

り
し
ヘカ
め
　
　の
ち
ノ
ァ
ソシ
てめ

蕪
墨

識

蘂
囎

裏
霧

霧;
繍豊

扇

韮
扇

沖
野

薯

霧 新
齢頓 正

襲 日艦 零

鯛畠史墨

耶ク

課
慮ヨ
人フ

顯
講

薦

二
+
円

矯
科

一円

審
篇
田
覆
町
フ
充
.一
前

田

出

版

肚

驚

編
盈
聡

曝
騒

耐
會
科
學
新
群
典

酢
肉科
鱗
に
於
ける
麺
哩概
ρ
、艦
醗
の
線
食
麗
逼
によ
つて
斯

樫
の科
岬
的
甕

握
し
た辞
典
.
時
に穴
凋
目
■
覇巾
に
小
項

目
の睨
明
を
包
含
して
そ
の
間
の狙
槻
遙
絡を
興
へた

★
部敬
制
隈
あ
0
、小
買
店契
は本
肚
鷹
檀而
極
申
込
の廓

睾

寧
河輩

出

書

房

07
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學
生

の
自
治

と
自
由

と
は
側

か

ー
理
想

へ

ヨ

最近
に
な
つ
て蘭
く
摯

の閲
r
目

治
盲

由ω
勝
奮

氣
鋲
し
て
V

て
、
そ牡
か醸
な々
形
を
も
つ
て境
ザ

に
移
され
7Σ
あ
るの
は
、
わ
たし

ち
の
やう
に
、
か
つて
自
治
、自
田
ハ

ニユ藁や
かで
あ
つ
た
大正
年
間
に
學炸
『

活
ぜ矯
った
霜
に
取
って
は
、
虫
こ
〕

に
同購
の
至
り
で
ある
と
溺ひレ,
,に

ひ
ロコ
セ

た
艘
敵
に堪
え
な
いも
の
い
あ
ぐ。

回
図
して
見
る
と、
醗
牛
の
圓
に
目

泊
と
臼由
の
問
題
か、
少
く
を
壕授

聞
的に
は
、
影
を
ひそ
め
て
かゐ
臆

分
久
し
い。
わ
た
した
ち
か
學
臼
で

あ
つ
た
時代
に
は
、自
治
と
自由
は

雛
を
の本
然
の
委
であ
つ
て
、
そ
こ

に
の
み墨
垂
活の
意
縦
が
あ
るも

の
と需
然
汚
へら
れて
ゐ
プ
。
あ
の

頃
ま
でに
作
6
れ
π金
國
の
高
零麗

綾
や
蒙

葡戯
や
禦
畝
か縮

い
て
見て
も
、
自
糟と
自
由
と
い
ふ

曽奨
が
歌み
こ
ま
れて
ゐ
な
い
ω
し

囎
ん
ど
擢
いと
い
つ
て
い＼
,
・ぞ
瑠

が
大
正
の未
期
か
ら漸
次
影
を
ひ
そ

め
か
け
て
、特
に
敏
時中
の
殆
ん
ど

十
年
閲
と
いふ
も
の
は、
自
治
と
自

羅

鎌
擁゚
響

は
、
自
治
や臼
由
が
歌
み
こま
れ
て

ゐ
る
稜
歌
や騨
物
は
駄
、潮の
と
禁
じ

ら
れ
て
ゐ
プ
L、
よ
し
財た
ま
誤
生

が
歌
つ
Lλ
も
、
置
圏の
空
飛
と

は全
く
離
レ
した
、
外
六し
い
蓼
き

に
聞
か
れ
て
、偽
局
な
して
眉
を
ひ

そ
めし
め
忙
も
のて
あ
る。

わ
た
し
に
ご
＼で
蝕
ら
に過
去
を
螂

な想
する
つ
も
り
では
な
い
が
、自
治
と

自
由
が
多
臼
だ
つ
惣讐
本
一}十
年
に

つ
い
てい
さ
〉
か婁
以し
て
おく
こ
と

は
ゐ
最近
榔
く
活
蛭繍

ぴ
て澱
活
し

て
來
た
この
間
鳳
塗
正し
く
趣
解す
る

上
に
、決
し
て
無脚
で
は
な
い
と
思

大
正
隼間
二
磁生
生
活
ζ
は
言は
讐

一心
同
体
の喋
俵
にあ
つ
た
自
治と
自

由
が
、
何散
に
そ
の末
卿
の
」暴

b

灘
次
麟
なひ
そ
め
る
に至
つ
た
か。
そ

れ
は
い
ふ
まで
も
なく
、
所
嗣職

問

曝
の
に
めで
あ
る
。
即ち
、
こ
の
聴か

轟

く
昂
生
の間
に
共
童
工義
の
思馴

護

が莚

讐

つて塾

し
て
來
て
、礎
來
は
自
由圭
凝
の
立場

NO.6

の

闘

ひ
1

秋

山

六

郎

兵

衛

ー
の"
六
b
甫と
自
出
か、
灘
択
共巌

へ
うつこら

L・盛
円
昌
私
ρ設
厚
に
たり
,
毬
に
は

U沿
と
臼
撫
犠来
牽

義
ω同
意
譜
と

しC
解
、一れ
¢や
う
に
だ
つた
た
め
、

蝕
局は
國
欧イ
義
負
人
よ
城
の立
場
か

し、
共
昨牢
卜九
～共
に
自
ハ旧
」自
由
を

も晶

しく
薩
に
か
か
つ
たの
で
あ

り。
常
時
は
鳳生
に

て
自治
、
自
由

な
]
に♂
れ
は
、直
ろ
に
「座

印
が

お
ざれ
」～も
の
だ。
わ
が
國
の敏
鷺
が

國
罫
轟
的
瓢
國主
襲
碁

議

ヨ

・」加
へ
かけ
た
ωは
漸
く
こ
の時
代
で

あ
つ
たが
、
そ
れが
ての
像
澗
調事
澱

日
交
事鍛
、
翼
に
た劇
亜
勉
箏
と、
時

ずへ

藺ほ
いよ
ノ
＼
加
兆度
なも
つ
て急
遇

し
て
行
つた
の
だ
かゐ
た
濠
ら
獄い
。

も
早
や
か一つな
つ
ては
.
自
掴
も自
由

も
あ
つた
も
の
で
は
なト
。
繍
ては
上

藤

欝

雪

榊
の
中
には
め

.襲
れ
て・
そ
の
中
愚

し
捧
す

べく
強
ひら
れ
る
に
致
つた
。
し
かも

そ
の
隙
制と
擬
令
は
、刻
一刻
と
脚げ

振

し
つ
・蓼

た
欝

塞
指
令

と
し
て
な
され
た
の
だか
ら
、
羅

に

し
て
鍵
柵
な學
田は
聾
國
の緋
岬
ぜ
燃

や』
㌦
穫

てれ
に
擬
し
た
ω
はタ

無
理
ほ
な
い。
そ
し
て
か
やう
に
麻象

げの

ロ

は
.
職
蒔
中
殆ど
十
年
聞繕
綴
さ
れ
た

ので
あ
る
。

か
く
して
、
蹴
生
の自
悟
と
臼
由

の
い
は
冨空
自
時
代は
、
前
後
二
十

年
に
及
ん
でゐ
る
。
けれ
ど
も
、
こ

の
時
代
轡
飛し
て
交
蒙

も

■由
の
室
白爵
代
で
あ
つた
で
あ
ら

5
か
o
わ
たし
が
さ
音に
、
少
く
と

も
衷
圃
的
と
い
つた
の
は次
の
窟
味

であ
つ
て
、騨
翼
内
面
的に
は
、
自

泊と
自
由
が
學
喧錘
お
比詣
で
あ

り
本畷
で
あ
る
こと
は
嶺
生自
ら
が

最
もよ
く
自
篭
し、
そ
れ
を如
何
に

し
て憲蔭
す
べ
きか
に
つ
いて
私
か

に
頭を
獄や
ま
して
ゐ
た
ので
あ
る

こ
の
二
十
年間
高
稜
で
敢
鞭
を
取

7
3
・・一:
胴低

亀
5

ζ
一:
隔=
3
降

膨
勝

9一=
7
乙
一・7

2

P

一層幽一'

「星
の
自
虐
と
い
藤

目
奮

た
へら
れ
た
の
であ
る
が
、あ
り
の
ま

まを
い
へは
一寸β
麗
ひ
さ
せら
れ
た

のだ
●
僕
は
去
年
の十
月
鴫
から
高
等

團綾
の
蜘
の
方
に関
係
し
て
ゐ
るが
.

卿
の贈
が
一日
一千カ
ロリ
ーモ
こ
そ

コの

こ
であ
る
。
二
十
才離
後
の
も
のが
一

ロ

日
一千
ヵ
ロ〃
1
では
何
と
も
悔な
い

し
、
冨実
や
つ
て
ゆ
けな
い
。
各
人各

艘
で
補
給
して
ゐ
る
わけ
で
あ
る
け
れ

ど
も
・
こ
のや
う
な
灘
な閃
欝
ぜ改
め

　ぢ

あ

て
、
れ
つ
きと
し
た
翼堂
で
、
普
通
の

てレ

賄
で
、
ノ
ル
マル
な
カ
ロリ
ー
冷
覆

のう

出
聚
な
い

こ
と
を
薦

へ
る
と
、

呵
だ

が
、
今
日
の
餌
綾
の
、
イ
ン
チ
、.、な
内

駅
が
此
弛
に
如
史
に
あ
ら
は
れ
て
め

9

や
う
な
氣
が
し
て
.
跨
ひ
や
う
の
為
い

ワノ

も

の
冷
π
し
る
。

「
艇
q
の
11肉
」
と
い
ル
U

ノ
兄

て
、
僕
の
頭
に
な
た
も
の
△17
、
憐
れ

と
い
ふ
外
な
き
今
日
の
學
卜
考
君
の

身
の
ヒ
で
あ
つ
か
。
た
と

へ
ば
、む
か

し
ひ
か
し
デ
ツ
チ
と
い
、心
も
の
か
あ

つ
泥
、
御
士
人
の
御
子
楳
力
が
し
た

い
驚

ひ
俸
ぴし
て
ゐ
る
のに
対

して
、
夜
と
な
く櫻
と
な
く
熊
の

勢
に
ご壁
卿
は
れて
ぬる
の
であ
るロ

が
、盆
正
月
と
もな
れ
は
、
一日
の

休
日
准あ
に
へ
られ
て
、
何
だか
雛

幅
な、
自
分
が
自向
で
な
く
な
つた

一
ゐ
る
o
團生
に
闇
蝋が
う
す
ら
ぎ
、

遭
磯
が
低
下
し
たと
い
はれ
た
の

も
、
そ
の
人
きな
原
因
の
嚇つ
が
こ

、に
あ
つ
た
こと
は
雌
か
であ
る
。

昨
年八
月
十五
口
の
停
敏
と
同
時

つ

し

に
、
上か
ら
の
統
祠
と指
令
は
解
かれ

ヨ

た
。
樫生
の自
楢
と自
由
は
、
殆ど
二

卜
年
伽
りで
再
び
顛
へら
れ
た
わけ
で

り

し

あ
る
。
この
二
十
年
間、
続
制
と
指令

の
絶
の
中で
の
み
思
欄レ
藩
す
る
ζ

と
か
許
され
て
ゐ
た
彼
6は
、
今
や伺

を
瑠
へ
例
を鴛
即し
て
もい
＼
こと
に

な
つた
わ
けで
あ
る
。
しか
し
、
こ
れ

か
停
鳳
と筒
塁

く
思
ひも
か
け
な
かぼん

マ元
と
曽
に丘
く
思
ひ
もか
け
ず
蒙

しか
も
外
師か
ら
,
い
は
Y投
げ
殿
へ

つ
てゐ
た
わ
た
しは
、
こ
の間
の
事

惰
廟比
駿
的
よ
く
知つ
て
ゐる
つ
も

り
で
ある
。
白箔
ε
自
由
と
、上
か

ら
の統
制
と
指
庸、
印
ち
、組
國
の

雫
補
令
と
の
藝

に
さ
れ

て
優
疑
し
、
苦
悶
し
、
紹
顛
し
た
、

麗
多
の
酬
牛
が
あ
つ
た
の
巻
知
つ
て

昌一・一竃
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P

ら
れ
た
や
うな
も
の
だ
か
ら、
簿
つ
て

面獲
っ
て
刑
徽自
失
し
た
のは
無
理
は

な
い。
久
し
い
間尉
い
腿
の
中に
跡
ぢ

ごん

こ
ま
れて
ゐ
た
小鳥
が
、
突
然大
氣
の

さ

自
由
の唯
中
へ
放
され
た
や
う
なも
の

で
あ
る
。最
近
に
な
つて
論
く
こ
の剛

瓢
自
失
の中
か
b自
啓
を取
り
灘
し・

ごん

るた

突
然
外
齢
から
興
へ
ら
れた
自
泊と
自

由
が
如
呵
なる
もω
で
ある
か
、
更
に

そ
れ
を
塁
曽
ら
ω芽
話
ω申
に
隻
蹴

する
に
は
、
果し
て
如
何
にす
べ
き
か

ほぢ

に
つい
て
考
へ始
め
た
の
であ
る
。
最

ムラ

近
に於
け
る
劇生
の活
漉
な動
き
は
、

き

そ
の左
証
に
他
な
らな
い
。

呈
碧

た
と
ころ
で
理
蟹
れ
る

こ
と
、思
ふ
が
、現
今
に
於
ける
學
磁

の
自
浴と
自
由
は
、か
っ
て
自
治と
自

　ざ

ニ

由
か準
や
かで
あ
った
ヒ
↓
余
矩過
去

ま

の
そ
れと
は
、
自
ら異
な
る
も
ので
なよ

け
れ
ば
なら
な
い
。
この
三
十
有余
年

は
、
一見
自
沿
と
自
由の
堅
白
時代
の

如
く
見
λ
て、
し
か
も事
実
は
決
し
て

さう
で
は
な
く、
自
沿
と自
由
は
團
生

生
活の
瞭
深
く澱
激
し
て、
瞬
疑
し
、

纏
閣
して
ゐ
た
こと
は
、
脈
に泌
ぺ
た

通
り
であ
る
。今
日
再
び
自
沿と
自
由

の
時
代
にな
つ
たか
皇

い
つて
、
万

が
一に
も轡

握
去
喬

順
して
働

古
的
に
なる
や
う
な
こと
が
あ
ると
すま

れ
は
、
それ
は
ア
ナ
ク
ロ
ニズ
ム
も甚

だ
し
い
は
かり
か
、
過
去二
十
余
年に

わ
た
る
騨
馳と
習
職
と聾
刈を
取
・曳

す
る
も
の
と
い
はな
け
れは
な
ら
な

し。
高
稜
生活
で
い
へ
は、
破
闇
鵬
孫

や長
錯
は
決
して
自
沿
と自
由
の
蹴
闘

では
な
い
の
であ
る
。
こ
の度
の
噌
臓

は
わた
し
た
ち日
本
國
民
をし
て
過
去

のあ
ら
ゆ
る
も
のを
翻
し
く反
省
せ
し

め
ない
で
お
か
ない
の
で
ある
が
、
昂

圭
もま
に
自
治と
自
由
を
過
表
の燕
に

靡
ぱ祓
腱
靴騨
溢

コゆ

は
な
ら
な
い。
そ
し
て、
こ
の
嚴
し
い

反
省
の
上
に立
つ
て
、現
今
及
び
将
來

にお
け
る
自
治と
自
由
が知
何
に
あ
る

ロ
ロつ

べ
きか
を
熟
考
し
な
け
れ
は
な
ら
な

い・
か
く
し
て
融
し
た
知楓
に
よ
つ

て
理繍
が
うち
砂
て
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
星
の
自
活ど
自
由
は
、要
す
る

に
こ
の理
郡
への
闘ひ
で
あ
る。
知
憐

と
理
馴
か齢
鍛
し
ては
臥
治
も
自由
も

き
ク

あ
り
得
獄い
。
若
き
煽故
の
楠
熱は
、

い
ふ
ま
でも
な
く
嚴生
生
酉
に
は
ス可

鷹
の
も
ので
は
あ
る
が、
雛

を蹴
な

る
剛
囎
に
終ら
せ
て
はな
ら
な
い.
邸

ち
、
そ
れ
に瀕
れ
て
は
なら
な
い。
こ

の剛
鰯
を
灘
し
た
知艦
に
よ
つ
て渣

過
し
瀦
化
し
、そ
れ
を理
脚
の
癒
求に

ま
で
高
め
な
けれ
は
な
ら
肱い
。
自田泊
・

が自制を盤
とし・畠
強

生

前認
能
聰

獣
幾

鑑

か
ら
醒
め
切
つて
は
ゐな
い
。
政
治

経
画、
文
化
、道
馨

、
あ
ら
ゆる

分
野
にわ
た
つて
、
な
ほ
無
秩序
と

混
沌
が堤
配
し
てゐ
る
の
は
、残
念

な
が
ら否
め
な
い事
災
で
あ
る。
自

治
と
自由
が
、
や
＼と
も
す
れは
、

自
膿
落
と盈
縦に
とり
建
へら
れて

ゐ
る
のは
、
全
く
この
混
沌
と
無秩

彫
に
よ
るも
の
と
い
はな
け
れ
は
な

ら
な
い
。か
や
う
な
時代
に
お
いて

こそ
、
餌生
は
自
泊
と
自由
を
そ
の

本
質
に
お
いて
理
解
し
実践
す
る
こ

とに
よ
つ
て、
混
沌
と
無歓
序
の
巾

ヨ

から
日
本
が
それ
に
向
つ
て薪
発
尼

す
べな
理
想
を見
出
す
べ
きで
あ
る

詫
し轄
つ
て
塵園
の
民
圭
化が
問
題

とな
る
の
で
ある
が
、
こ
の閲
題
の

鯉換
に
は
、
理
想
への
圏
ひと
し
て

の
自泊
と
自
由
が、
そ
の窪

嫁

で
あ
るこ
と
准忘
れ
て
は
な
ら
な

い
.安
易
な
民主
化
は
、
戚
時巾
に

お
け
る安
易
な
硫制
化
と
同
檬
無

力
な形
式
壬
義
に
絡る
の
が
常然
で

あ
る。
自
治
と
自由
は
美
し
いと
同

時
に
酸
しい
も
の
で
ある
。

ヨ

と言
ふ
で
あ
ら
う。
こ
こ
に教
授
と
厚

生
とは
思
櫓
鱈
力者
と
し
て
同
一段
聯

に
ある
ー

た
だ数
購
が
一日
の先
豚

で
あ
るか
ら
鵬
鰯
の力
を
も
つ
ー
1友

人
関
係
に立
つ
。さ
う
な
る
と
「・…
・・

の
で
ある
」
な
ど
と
いふ
燃
大
な
言堺

は
用
ひ
よう
と
し
て
も氣
が
ひ
け
て用

ひ
ら
れ
なく
な
つ
て
くる
。
こ
の
こ
と

な

は
ロ
ヰ
でも
　
し
タ
ゆ　
な
ほ　
ぼ
の

一雑
覇
饗
鷲
喬野
引

日本
に
も
あ
る。

っま
リ
フ
ミ
め
で
あ
る　
の
や
は

瀬
難
鐸
難
慰

滝

あ
る
.
奢

のや
は
ら
書
、
わ

國

語

の

民

主

化

伽頓袈
」比伽鵬
た
岡

現代
の
日
本
又化
態
巴づ
け
る
も

の
醸

の
う
ちに
求
め
る
と
「…
..

き
ん

の
であ
る
」
が
熊
点に
來
る
。
人々
は

こ
れ
にあ
ま
り
職
君を
お
か
獄
い
のか

こ
れ
を文
嵐

と
し
て
拠
り
あげ
る

者
は
ない
や
つで
ある
。
し
か
し糧
へ

て
み
る
と
これ
は
巾
大々
き
な
問瞭
で

あ
つ
て
、私
な
ぞ
は
これ
な
取
り
のぞ

く
こ
と
こそ
今
慢
の
日本
文
化
が
口ざ

し
て
行
く
べき
方
向
では
な
い
か
と
思

ふ
。こ

・㌧ろ
み傷

警

て
み
よ
う
。

"6.3
7=
」

5

も

や
う
な
気
分を
味
ふ
の
であ
る
。僕

は
、
冨
だ
妙な
比
喩
で
ある
け
れ
ど

も
「學
牛の
自
由
」と
いふ
鼠

に
、
こ
の
、
むか
し
む
か
しの
丁
稚

の休
日
の
感
しに
鰍
通
'2
たも
の
を

感じ
た
の
で
ある
。
丁
稚
にと
りて

盆正
月
の
体
み
は、
何
と
鯨
く、
侍

ち諏
し
い
も
の
であ
ソ
た
らう
。
そ

れ
と同
し
や
らに
、
「別・生
の
自

由
」
は、
ム,日
の學
-矯
君に
と
つ

て
、何
と
韓
い
や
うな
気
の
†る
も

の
だ
らう
。
と
斯
く
.nへば
、
「何

だ
い
、そ
ん
な
も
の
」と
い
ふ
丁唖

の
声
も配
る
だ
0う
か。

く

僕
は
日本
に
、
「武
」は
喰
は
ね
こ

窩
棚
チ
」と
い
ふ
箱
恥
かあ
っ
た
の
ー

サリ

ぢ

思
ひ
川
す
。し
か
し
飴
恥
論
で
は搬

芋
も
距
へ
ま
い。
そ
れ
では
この
武
士

ほ

は
、
食
は
ね♂
と
は
眞
歩
な
うそ
で
、

ハミ

ど
こか
で
胃袋
の
止
つ
ま
を台
せ
て
、

ご
ま
か
し
て
ゐた
に
ち
が
ひ
ない
。
鴇

外に
大
食
を
や
って
ゐ
た
のか
も
知
れ

な
い。
要
す
るに
、
こ
の
武
士の
流
れ

を淋
ん
だ
わ
が
臼本
の
知
臨
曜纏
は
、

観
だイ
ン
チ
キ
な犠
任
で
あ
る。
明
治

髭
せ
つ
せ
と
こφ
裁

艶
建

み

つづ
け
て
座
竃
謬

、
含
姦

凶

に
、天
井
遮
か
ら鴎
ド
か
6
、根
本
か

ら
趣て
尉
し
、
やり
回
さ
な
けれ
は
な

ら
ない
こ
と
は
ない
か
。

さ
う
す
れ
はす
ぐ
に
わ
かる
。

一、
日
本は
負
け
た
。

二
、
日
本は
負
け
た
ので
あ
る
。

こ
の
二
っか
ら
我
丸
の受
け
ワ鼓
じ

は
す
っ
か
りち
が
ふ
。
「日本
は
負
け

た
」
と
い
ふ
のは
事
実
を
すな
ほ
に
遭

ヘ

ペた
だ
け
であ
る
.
さ
う
して
こ
の
事

奥
は
繊
・回眩
め
て
ゐ
る
.だ
か
ら
さ
う

聞か
さ
"
、ま
た
は
さ
う
雷
いて
あ
る

のを
敵
ん
だ時
に
、
聞
い
た人
.譲
ん

だ人
は
い
つ
た人
・寳
い
た人
と
認
秘

蒙

る
こい
喬
齪
竃
ち

け
つし
離

死い
だか
ざ
れ
な
い

しか
し
示
さ
れ
た曇

㎡奨
で

あ
るか
、鼻

匁ひび
く
。
つ
まり
示
さ

れ
た
こと
に
は
うた
れ
る
が
柑手
か
ら

の
脇薮
は
受
け
な
い。
い
ふ
人
.田
く

人
と聞
く
人
.凝
ひ人
と
が
同
位に
立

もも
も
も

つ
て
うた
れ
.Oの
であ
る
.
そ
れに
反

「̀:一翰曜O,
,

,

一4の
9一・一一.一π

扉

σ

一8噌一:
一.・一L

』

」

批
界
の
歴
毘
は
世
界
の
審
判
で
あ

る
と
い
ふ
。
そ
し
て
日
本
の
敗
北
は

日
本
に
下
さ
れ
た
世
界
の
駅
堤

の
審

判
で
あ
る
と

い
ふ
、
だ
が

こ
の
審

興

ど
こ
と
な
く
ま
だ
ス
公
牛
で
、
不

徹
阪
の
観
か
-の
る
。
こ
の
間
、
ふ
と

一
月
号
の
り
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ヂ
エ

ス
ト
か
よ

川
で
ゐ
た
ら
、
B
艶
に
乗

つ
て
父
骨
の
國
日
本
の
爆
璽
に
湾
加

し
た

一世
の
粁
穐
の

「
本
國
に
お
い

て
職
は
串
、妃
縄
ら
ダ
」
(
↓
7
0
桑
舞

買
ロ
on
oく
q

舞

70
B
o
)
と
い
～
心

文
駅
が
目
に
と
ま
つ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
止
義
を
』
じ
、
人
禰
物
9-〆
」
噛
殴

廃
し
て
、

一
切
の
人
脱
の
牛
マ
ゴ
鼠
巳

臼
す
る
ア
メ
リ
カ
の
高
い
輯
酬
の
彫

醗
を
慌
じ
て
、
ド
イ
ツ
の
ぬ
に
、
そ

し
て
母
の
聾
れ
故
郊

,、あ
る
」
コ
ヘ

マ
の
塞
に
ま
で
、
門
命
か
げ
の
臨

を
敢
て
し
た
自
分
、
醐
に
そ
の
輝
か

し
い
光
漿
の
コ
し
オ
♪
け

」
/
メ
リ

カ
に
貨

し
に
d
分
、
そ
の
『
け
を

指
さ
し
て
、
自
分
の
,d
色
h
反
喝
の

故
に
、
ま
℃
自
好
冷
腎

へ
つ
f
る
人

々
が

一杯
ゐ
.O
、

「
ホ
國
,
西わ
い
て

載
は
た
だ
魔
ら
ず
」
と
、
ふ
の
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
の
、∩
築
か
、
わ
た
く

し
に
ち
は
ノ
、
そ
の
ま
ま
H
本
の
現

寧
に

の
て
ぱ
め
る
こ
と
か
川
典
る
で

は
な
い
か
9
日
本
の
矧
稜
も
、
鴉
板

融
猷
D
か
へた
り
、
難
叢

を

遷
つ
た
り
、子
供
だ
ま
しの
や
う
な

「風
圭
圭
醗
化
」な
や
つて
ゐる

田

正

三

して
「日
本は
鼠
け
た
ので
あ
る
」
と

なれ
ぱ
聞
く
人、
讃
む
人
が
いふ
人
.

警く
人
か
ら
何か
霧

ずる
.
そ

れは
何
故
で
あら
う
か
。
ラ…
:の
で

あ
る」
を
醤
ひか
へれ
は
、
「・ξ
・・と

私
は思
ふ
」
とな
る
。
っ
ま
り
「…
…

の
であ
る
」
は
盲ふ
人
・書
く
入の
叛

ロム断奮
爪す
。
從
つ
てさ
う
官
ふ
場合
に

聞
く
人
.躍
ひ
人は
冒
ふ
人
.雷く
人

と
回
し
位置
に
立
つて
同
じ
や
うに
購

笑
藷

轡
て
ゐ
歪
い
ふ
轡

鴛

た
ず
、
相手
の
羅

をお
し
つ
け
ら
れ

る
や
う
に瞭
ず
る
し
又そ
れ
が
言
静
の

は
た
ら
き
と
し
て
あ
た
り
ま
へ
で
あ

る
。
し
た
がつ
て
「日
本は
負
け
た
の

で
あ
る
」と
い
ふ
こと
は
相
手
が
「日

本
は
負
け
た」
と
い
ふ漸
契
萎

せ

ぼ

ず
、
そ
4↓
に疑
問
を
い
だい
て
ゐ
るか

ま
た
は
「日本
は
勝
つた
」
と
思
つ
て

ゐ
る
場
倉
に、
こ
れ
を
麗認
さ
せ
る
だ

け
の
前
踏
を沙
ぺた
仮
で結
徽
と
し
て

言
っ
た
り書
い
た
りす
るの
で
な
け
れ

は
な
ら
な
い。
そ
の
場
合な
ら
ば
聞
く

人
・蹟
む
人の
力
で
も騰

な
轍
理
の

蘭
に
す
な
ほに
う
た
れ
る。
と
こ
ろ
が

日
本
の
文
化
人は
さ
う
した
場
合
に
限

　よめの

らず
、
た
だ
の叙
逓
に
す
ぎな
い
場
合

つま
り
「日
本は
負
け
た」
で
よ
い
場

合に
「日
本
は負
け
た
の
であ
る
」
と

な

言
つて
ゐ
る
場
合が
多
い
。思
想
奮
で

くつ

は
和藷
鶴
氏
新聞
で
は
馨

〇一
,,9

一曽,

,

レ

生に
敦
へる
のだ
と
い
ふ
錆
機
があ

る
.漢
曜
は
「警

」
で
あ
る。

ぜ
「緕

」
とい
ふ
こ
と
が
いは
れ

る
かo
こ
れ
は中
國
の
鍵
に
も
と

つ
くも
の
であ
つて
、
こ
こに
詳
し

く
いふ
畷
は
な
いか
、
簡
箪に
い
へ

ぱ
、巾
國
人
は
國語
の
も
つ
性格
か

ら
感
嘘師
な
も
のを
み
て
抽
象
的な

概
念
を捕
へな
い。
眞
葵

とい
ふ

や
うな
抽
象
的
な
こと
も
困
憾
の衣

を
弼せ
な
け
れ
ば不
蜜
が
る
。か
や

う
に
して
感
畳
の衣
に
つ
つ
ま
れた

眞
善勢
が
豪
人
で
ある
。
眞
蒔
尤
へ

の
あ
」が
れ
は
融人
への
田蔦
と
い

ふ
形
斎と
り
,眞
魯
美
の
探
究ほ
律
「

人
の
戦
へを
樫
ぷ
と
いふ
形
培
ご

る
。
それ
が
戦
欄で
あ
る
。
そ
し
で

暴
の舞

ちも羨

塾

聖
人
と凡
俗
と
の
閲に
立
り
教
へ
の

塁
箸
と
自
畳
し
、自
己
の
判
断
を

仲
介
に
し
て
聖
人
の
教
へ春
噂
へ
}

た
。
そ
の
形
式
が
「3
・の
で
あ

る
」
と
な
つπ
。
つ
いで
四
汽
の
科

罷
が
轍
人
せら
れ
た
。
その
科
攣
は

翼
善
銘
へ
の暇
腰
な
瑠

であ
る
。

聖
△
姦
介
と
し
な
い
。だ
か
ら
倣

か
りや
す
さ
は
そ
のや
う
な
諜

のお

し
臓
りに
あ
る
の
では
な
く
て
、相
手

ぎ

と
と
もに
考
へる
所に
あ
る
。
「:・…

の
で
あ
る」
で
は
なく
「し
た
が
つて

:…
」
にあ
る
。
さ
うし
て
み
る
と
朝

日
の
鮭
讃
の蹟
墜
¢、和
辻
氏
の
灘

と
い
ふ
や
うた
も
の
は
、た
と
ひ
それ

ボ
疑

られ
て
ゐ
な
い
ε
て
も
・

.み
暴

髪

陵
属
し
妄
ゑ
騒
磁

〔

う

と
す
る
り
一P
かさ
で
あり
、
讃
・西
か

か、

く

けゆさロ

罷々
は
た
だ政
治
的
、
経
濱的
に
要
*

せ
ら
れ
る
はか
り
で
は
な
く、
學
問
の

方で
も
同
じ
こと
で
あ
る
。
綴
議

は
整
唄

纏野

に
あ
る
はか
り
で

は
なく
て
、
攣
問的
に
も
あ
る、
さ
う

し
て
そ
の
野
は
か
やず
な
慧騰
で

「…
:ので
あ
る
」に
唖
く
現
はれ
て

ゐ
る.
それ
を
な
くし
て
、
敢
剛
を徽

オ究
にか
へる
の
が
墜
問の
民
生
化
の
一

つ
の
行
き方
で
あ
る。

國
絹
の罠
圭
化
と
い
へば
ま
だ
欄伊白

も
あ
る。
敬
詔
同
題な
ど
、
さ
し
あ

た
り
そ
の
↓つ
で
ある
。
お
よ
そ世

界
で
も
口本
罰
ほ
ど敬
語
の
罎
雑
な

召
葉
は少
いで
あ
らう
。
日
本
鍋
を

學
ぶ
外
園人
に
と
つ
てそ
の
む
づ
か

し
さ
は
漠
¥の
ひ
づτかし
さ
以
上
で

あ
る
か
も知
れ
な
い。
そ
れ
は
呵
故

であ
る
か。
そ
れ
は階
紐
か
謝
胤
な

か
ら
で
ある
.

今
日
の
人
きな
肚
禽
変勒
は
日
本
に

おけ
る
響

識
に
よ
はど
の
裟
化

をも
た
ら
す
に蓮
ひ
な
い。
早
い
話

が
軍隊
の
潤減
と
と
も
に
「
目分
」

「貴
檬
」
と
いふ
や
う
な
恥隊
罰
は

消
えて
な
く
なる
で
あ
ら
うし
掃
族

にも
殿
下
と
いふ
や
う
な
聴殊
な
言

葉
はや
う
や
く
mひ
ら
恥
な
くな
る

傾
向が
輝
く
な
つた
。
そ
の
やう
な

こ
と
は耽
儲
の
変化
と
と
も
にす
ぐ

改
ま
.兎
問
題
は
.七れ
よ
り
も
むし

ろ
臼
常
生活
の
うら
に
食
ひ
い
つた

　
所
に
の
こ.O。
さ
しあ
た
0
駅
邸の

鴉
齪
離
織
散
禦
豊

う
し
て
「
;
3
;
の
延
あ
る
」
か
露
へ

と
凡
俗
丁こ
の
仲
介
で
あ
る
か
ら
そ
れ

は
親
切
のあ
ら
ぱ
九ー

や
.壁hか

さ
で
あ
.φ
と

憺
ぜ

ら
れ
る
に

f
つ

た
。
そ
こ
か
ら

「
・・
:
の
,」あ
る
」

は
及
翠
払
や
は
ら
ム
く
す
る
と
い
ふ

鯖
聾
に
陥
つ
た
の
㍗
あ
り
'2
「。
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が
、魂
は
山
熊
仏然
、
鼻
を
つま
み

た
くた
る
や
うな
、
韻奥
さで
あ
る

ま
あ脚
穫
は
が
艇と
し
て
家を
見
よ

う
。我
々
の
庄
んで
ゐ
る
尿は
、
何

と
奇服
な
駁で
はな
い
か
。ま
た
浸

を
"髭
し
て
ゐ
.り幽
梨
巻
兄よ
う。

何
と
非科
醐
的
非
合理
朗
な
農
藁
で

は
な
hか
。
昨
日
も
、大
陸
か
ら復

絹
し
プ
友
人と
目
本
の
曜隙
の
用
的

水
準
の
低
こに
つい
て酬
つ
た
が
、

敵
胃
の
WH及し
て
ゐ
る
日本
と
い
は

れ
か
の
に
、解
改
M
隊
の知
的
水
準

が
あ
ん
な
に
帆か
,
か
のか
、
窟
隊

こん
ど
の
曜北
は
日
本
人
の頭
を
服

ロ

き
直
すだ
らう
か
・
十
八
世
紀
のフ
ラ

ン
スに
穴
簡
動
があ
つた
。
フ
ラシ
ス

の
特
鳳羅

は
、
その
特
箋

は
れ

ほ
丸
裸
に
され
て
、
彼
らに
し
て
は驚
天

動
地
の
㎎繊
を
し
た。
し
か
し
こ
の纏

職
の
何
庫か
を
齢
て彼
ら
は
少
し
でも

驚
き
直
され
た
か
.
凶畏

は
、
「披

ロ

ら
は
こ
の
期間
を
通
じて
、
何
ζ
とを

リサ
も
忘
れ
な
か
った
、
そ
して
阿
ご
と
を

も
罫
試
な
か
った
」
と
つた
へる
。か

學
生
の
自
由

は
肌曹
な
反
映
して
ゐ
る
の
であ
る

か
ら日
本
の
駅
隊は
と
レ
も
Uざ
ず

日本
の
刷
飼
冷
小し
て
ゐ
.勺のだ
と

い
ふ
こと
に
な
り、
そ
の
根ム
が
口

本
の膿
凱
の
低
さと
い
ふ
こと
に
な

つ
たが
、
そ
の
友人
は
、
「日本
人

の
知
的ク
ラ
イ
マツ
ク
ス
は
、閾
民

周
η
へ輩

築
の
とき
で
あ
る
」と

う
ま
い
こ
と
右
』
つ
た
も
の
で
あ

る
9ま
つた
く
、
日本
の
既
棄
を
や

つ
て
ゆく
の
に
は
、団
蚤

稜
六年

の
知
融も
不
必
腰
で
ある
。
不
必製

で
あ
霧
ら
忘
れ
てし
蜜
ふ
の
であ

相

原

信

作

くて
硬
ら
は見
塩
に
み
つ
から
掘
っ
た

残
に
入
ぞ
消
へた
の
で
ある
・
渡

ら
がも
う
少
し敷
明
で
、
融
砿で
、
大

リノ

　
づん

りう

革命
の
終
験
によ
っ
て
、
古
曽霧

を

ひサ

く
も

少
し
で
も
忘
理
、
新
ら
し
い
教
訓
を
少

ム
し
で
も
馴
ん
だ
な
ら
ば
・
釈

タ
、現
実

器

毒

騨の響
奮

か
ん
で生
β
霞
る
こと
が
15
張
たの
で

リウ

あ
ら
うに
。
「何ご
と
も
忘
れ
ず
、何ひ

ご
と
も8
ば
ず」
これ
で
は
天
から
降

つ
盗
蓼

・
饗
に
雪
襲

い
ふ外
な
い
。
日本
も
、浄

構々
々
、

騨か
ら
隣
ま
で
,
「何
」
と
も
鶴
れ

ロハ

ず
、
何ご
と
も
蜴
はず
」
載
災地
に
柑

も
弼
らぬ
、
囎
り
は
へな
書
衛鷹
な
㌶

を
砂
てて
再
醒
と秘
し
て
ゐ
ては
、
最

皐
日
本
の行
先
は
筥は
♂
と
鷺
ま
つて

ゐ
る
.

と
こ
6で
か
く
顧す
僕
も
,
「喰
は

ね
ど
強
子
」
式
のわ
が
凱
鐵
武‡
の

流
れ
を
汲ん
だ
、
わ
が知
齢
擶
構
の
一

融
本
で
あり
・
わ
け
ても
ての
生
産場

た
る
醐
裂
の敬
員
で
あ.勾。
僕
に
して

良
心
あ
ら
は
、何
と
か
しな
け
れ
ばな

ら
な
い
。
だが
、
「何
と
かザ
る
」と

い
ふ
そ
の
解決
を
票
め
*め
て
今
日に

い
た
つ
て
、
まだ
ぐ
つ
ぐつ
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。饅匿
僕
の
頭
をっ
く
つ
く

微
困
し
て
、
明冶
以
來
の
『本
の
悪

教
鳶
の
繕
融
ド橿
馴
か
っ
曹る
の
で
あ

る
。
・てれ
か
ら
きた
の
け
ても
、
日
本

　

こく

の高
等
教
奇
の
縞紳
盤

捨的
レ
ペ
ル

リと

に愛
想
か
っ
き
る
ので
あ
O。

近ご
ろ
お
どろ
く
べき
こと
は
、
こ

し

の
やう
な
頓
稜
に
入毫
幻
者が
多
い

こ
とで
ω
鬼
こ
れは
哩
9
＼、嗣
稜

に職
縦
的
に
内
捌
を貝
出
ー
て7撃

るの
で
な
く覧
外
に行
く
と
,気
が
艇

ひ
ロ

ド

ド紅

」"
あ
敢
・向ぞ

ω
↓

μ
を
こ
こ
ろ

み
る
,、・あ
ら
う
・

ゲ
こ
」r
星

ω
躍
殖

ほ
し

心
は
晶
樹
献
ら
れ
て
、
日
1
的
に
も
ω

ゴゆ

を
蕩
へ
る
や
ドノ
に
な
る
。
そ
の
場
合
に

つ

教
授
は

「
・

の
で
あ
る

」
と
名
つ
て

こ

ヨへ
のも

白
己

ω
ゲ
断
値
堺
も

亀
弊
、」る
こ
と
を

必
要
と
せ
ず
、

「
し
た
か
つ
て
・…
・
」

レ
b
し

一蟹
0■
●一
,
P
,
画一

コロ

の

う

一齢に
あ
る
息
停能
力
斎
Gし
ての
零

ゆ
し
レ
う

ア

感
の
初
醸

」
め
る
。

て
れ
を
無
睨
し
た

りぢ

り
う

ぬ
は
は
は
ん
と
う
の
　
お
と
は
い
へ
な

露
灘

:

;

曹ー

ー

ー

曹
二

・一.=
」

医
巳

.■一■幽冒●・一

い
から
、
仕
力
なし
に
こ
の
「本
道
仔

さ竃鑛
せ
ず
には
ゐ
ら
れ
な
い
ので
あ

る.
そ
の
暉
枝
の教
側
が
、
ー1
僕
は

らイ

リリも

俊の
貧
賜
た
静四嚥で
、
日
本
の翻
綬
で

は
、芒

で
もも
の
の
分
る蝦
岡
は
、

絵
か
ら
今
日
の5
純
を
雛
し
て
ゐユ

る
こと
を
知
つ
た
ー
⊥
冒は
めて
消
極

的に
轍
師
鞍

をや
つ
て
ゐ
て
・外
に

行
く
所
がな
い
とい
ふ
理
由
咽之
さ
れ

徽
に測
な
つ
て
ゐる
や
う
に
、8
生
も

ぽ
些
諜

8

役
亀
ぺ
つレ
な
が

6
、
墨稜
に
ゐ
る
の
であ
る
。
ζれ
は

観
だ
時
闘
的
な
理
勲
で
あ
る
。
お
万

に
、
円
に切
す
る
切
級の
や
う
に、
一

穀
に
お
いて
の
み
黒稜
巴
切
し
て
・捌

　

あ
ら
は永
久
に
袖
を
分
たん
と
得
ち
か

ま
へて
ゐ
るの
で
あ
る。
日
本
とい
ふ

國
が
てうで
あ
つ
た
。
「日
本
は
隠に

か
こ
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
目命
で
魯な

い
」
と
は
輩
よ
蚤

にし
た
募

～

が
、
多く
の
H
本人
が
、
仲芳
なし

ユく

に
、
消
種
的に
日
本
人で
.あ
つ
た
ので

あ
⇔。若

い
人よ
、
も
う
余
日が
無
く
な

つ
た
の
で急
いで
云
ふが
、
腹
袈

い
て
,肖
しい
だ
ら
う
か
、
そ
し
⊂

女
、
今
は
まだ
磯
課

おも
で
き
な

い褐

外
國
への
砥
"
も
嚢

い

が
、
せ
めて
思
想
だ
け
は日
由
に
、

ど
こ
の
國の
繊
㌻
に
も負
け
な
い
泣

に
、
そ
して
人
聞
か
み
かき
に
み
が

い
て
、外
國
へ行
ける
や・ウに
成
れ

は
、
地
球は
贋
い
、価
処
へで
も行

つ
て
、
日本
列
島
だ
けに
か
ぢ
り
つ

い
て
ゐ
.硫
よ
う
に
。よ
く
「地
球

は
丸
い
」
と
いふ
こ
と
鑛

醸だ
と

い
ふ
が
、ま
だ
日
本
で
は、
「増源

は
丸
い
こと
は
決
し
て常
識ど
ζ
ろ

では
な
い
。怯
43
し
て
ゐる
人
少
な

亀琶
踊
昂で
あ.勾と
思
ふ。
ど
6τか
ヒ

の
「地
球
は丸
い
」
と
いふ
眞
理
を

広得
し
て
,
シベ
リ
ァ
でも
ア
フ
リ

カ
でも
ア
謎
リカ
で
も
ど
こで
も
鐸

雷な
所
へ
行
つて
、
(内村
さ
ん
に

よれ
ぱ
、
ア
フリ
カ
の
マダ
カ
ス
カ

ル島
で
も
里
お
塗

り
は
景

さ
う
であ
る
㌧そ
こ
で
立派
な曳
肩

を
雪づ
い
て
ー3し
い
.
今か
ら
そ
⑦

?
β
で
餐
泉
塗

で

だけ
通
用
す
るや
う
な
、知
■
や
捜

畢
手
腕
藝

蔑

世
昇
の
砺

処
へ、
丸
裸
で出
か
け
て
も立
湿
に

欧氾
さ
れ
る
やう
な
、
窪
と
へは
あ

の
「離
天
三
十
雌」
の
ク
リ
スチ
イ

の
やう
鳳
、
人
肇
箋

會融
へ。
著
い人
々
に
は
モれ
は
懸

f商
能
で
あ
る
か
ら。
い
ふ
と
ζろ

の
日本
の
餌
鶴
も
、さ
う
いふ
人
が

た
く
さん
愚
⊂
波て
始
め
て
出累
∫

き

あ
らう
。

「わ
いも
さ
ん
」
と
いふ
や
う
な表

ヒ

現
か
何
斎
あら
は
す
か、
こ
れ
は
わ

か
り
に
く
い。
「撲
の
お
父
さ
ん

は
」
と
子
限に
冨
は
せ
てお
い
て
よ

いも
の
か
どう
か
。
細君
が
夫
の
こ

と
危

人に
むか
つ
て
大
と
黒

時、
そ
の
議
か
民
ゴ
的
であ
る
か

どう
か
9
女言
紫
は
荏
解
破
と
ど

う
いふ
闘
係
で解
決
す
ぺ
き
であ
る

か
。問
題
は
す
ごふ
る
多
い
。私
は

こ
、で
そ
れ
ら
の問
題
を
概観
だ
け

で
もし
た
い
と居
つて
.
駅
園
題

冴論
ぜ
よ
と
喉は
れ
た
爵
に露

を

ロ

取り
扱
ひ
ま
せう
と
答
へ
た
ので
あ

つ
たが
、
「
・:
の
℃
あ
る
」に
紙

を
負は
れ
て
も
うそ
の
余裕
がな
く

躍
つた
。
喜
た折
が
あ
つ
た
ら考
へ

てみ
だい
と
思
つて
ゐ
る
。
しか
し

さ
し
あた
つ
て多
くの
人
が
一番
こ

ま
つて
ゐ
る
の
は人
代
名
詞
であ
り

多
少
でも
反
省
した
な
ら
は
洞足
で

●
る蝋
持
ち
で
人
代名
詞
を
曲
つて

ゐ
る
人は
少
い
であ
ら
う
。
人
は々

な
ぜ
それ
を
嗣
隅に
し
な
い
の
であ

ら
う
か。
「侵
」
と
い
つrた
時
、そ

の
上
はほ
ん
と
うに
臼
身
を
名幽
的

に
そ
こ
へ出
し
切
れ
てゐ
る
か
ど
う

か
コ
「私
」
に
し
ても
さ
う
だ
。
そ

こ
に
何か
自
場
と
の間
の
距
離
が感

ぜ
ら
れな
い
で
あ
らう
か
。
人
々
は

臼
身
のこ
と
を
「私
」
と
い
ひ
、

「僕
」
と
いひ
、
「手前
」
と
よ
ぴ

そ
れ
ら
を蝕
ひ
わ
ける
陛
惣
に
何
か

自
身
の
一部
分
し
か
出κ
い
喜

を
感
じ
な
い
で
あ
ら
う
か
。

,

'

闘
賦

●

看

紹

介

帥

P

亀

蚤

ハ幾
偽
氏
門
嘗
襲
縦

冠
霜雷
「ヘツ
セ
研
尼
」ほ
か
訳
署

「貯
猫
ム
ルの
人
垂

ほ
か

▽相
原
慣
臨
氏第
三
帆笛
艇
稜
敷
授
訳

著
コ獅
國
論」
「政
治
罰答
」
ば
か

▽
岡田
"
三
氏
乃ラ
ト
ン研
究
寂

り㎜
日
本
敬
堪
髪

し
い時
代
を
撃
る
騨

的
な象

絡
つた
・
果
の
塁

権
果
し
て
脇
す
る
か
ー

㎜
と
い
ふ
大き
な
藤

を
響
π

轟

の轟

護

・
ぞ
くぞ
く
婁

の
健
集
竃

そ
のか
み
、
帝

㎜
大
の
入
誌

堤

篶
蓉

の発

ちだ
塞

・て
の霧

誓

毒

、
馨

舞

運

㎜
も
の
で
あ
つ
たか
・
竪

の新
ら
し
蓬
の
査

の惚

・
李
に
も
躍
人
に
も
二

響
蟄

髭

警
繋

㎜
豪

め
る
人
たち
の
腿
ひ
ゑ

れ
κ
・羨

彙
四
+
二
名
の
棄

数
多
くの
醤

幣
暑

た
ち
が、
晴

㎜
れて
大
學
の門
を
く
≦

たの
だ
が
茎

壷
全
と
セ

の
璽
聖

で
ある
婆

薯

の圏

は
・
ど
の讐

慰

鼠

えて
ゐ
る
か
・
そし
て
箏

ミ
タ
P
ズ
ムの
轡

い
麗

離

の
窪
謬

甦

渥

讐

㎜
が合
こ
の
畠
の
韓

つど
つ
て
・塁

盗

の鳶

の
前
垢

健
し
て
募

夢

賦
みよ
茎

'る

㎜
婁

こ
と
に
この
二
つ
の嘉

の
新
全
奮

窪
・
響

本の
塑

替

盲

へ
る
であ
ら
う

㎜

本
吐
は
、
三月
士
ヘ
ニ十
の
二
日
にわ
た
つ
て女
墓

と鯉
嵯
榎出
構

奎
を
沼
いて
.
そ
の
露
兄を

㎜

聞
いπ
、
rた
わ
れ
は
、
葺

た
記録
の
中
か
ら
、こ
の
屋嘩
た
ち
の再
嬬
へ
の踊
歪
し
い
肇

～
め
取

㎜

る
こ嘉

纂

る
であ
ち
う

凶
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⊥

泉
大
の
第

一
印
象
ー

松原
さ
ん
コ承都
に
は
よく
遊
び
に
來

て
居
た
し、
あ
の
時
計
畿な
ん
か
も

前

か々
ら
非常
に
な
つ
かし
い
棄
持

で見
て
ゐ
たの
で
、
幡
し
いと
い
ふ

以外
に
そ
れ
難
別
獄
墜
と
て
あ

り
ませ
ん
。」

小
池
さん
「災
大と
い
ふ
のは
何
か
み

る
から
に
官飴
鰯成
所
ζい
つた
や

う
な』
め
し
い醗
し
か
す
る
んで
す

が
、京
大
は
や
さし
い
ー

とい
ふ

へし

と
何
か
璽
ぐす
が、
と
に
か
くと
て

も
親
し
け深
い
職
しψ錘

へて契
れ

ま
す
」

何
故
、
彼
女
邊
は
大

學
を
志
望
し
た
か

仏
原
Qん
「大
阪
麻
久綴
な革
期
して

ロウ

か
ら
は
、卑
俗
雪
は
まる
世
間
か
嫁

號
鱗
縷
鎌

生
蝕
U叡師
も、
亀

女々
で
七
の

佃
に
は
何
匂
な
い・〃た
い
な
ん
で

す
。
私
は
も
つと
'
、洛
嘱
い
た
鑓

持
で、
ぢ
つく
り
・G勉
顧
し、
私
自

身
擢み
が
いて
行
3
た
い
ー
。」

小
池
てん
「介
麗人
副
蔓

ける
に
つ

いて
は
ど
れ
だけ
般
フ
か
知れ
ま
せ

ん・
で
嘉
響

て
瑞
ひ
に垂

か
肝し
て
癬
け
まし
た
。
一体
私
は
[

思
ふの
で
す
が
、人
聞
の
一翫‡と
い

ケロ

ふ
のは
T度
階段
の嫌
砿
も
の
マ

一つ
の幟
段
艶
る
と
次
の
蹴
段加

現
は
れる
●
そ
し
てそ
の
一一つ
の
蹴

段
に
関
茎

け
一雰
嚢

決

足
吊
來
るが
、
さ
う
先
の先
ま
で
は

わ
か
る
も
ので
は
あ
りま
せ
ん
o
私

は
大
繹
に入
っ
た
ー…
そう
い
ふ
ゐ

つ
の
ス
テ
ツプ
か
の
ぼ
つた
と
い
ふ

だ
け
で
、先
の見
通
し
は、
そ
の
と

蓬
な
島
と
耕

ま
せへ

1
共
産
主
義
を
ど
う

霜
へ
る
か
1

青
討さ
ん
「今
申
し
上
げ
た糠
獄
灰
第

で、
碓
船
自分
の
生
活
と
いつ
た
も

のを
都
え
ます
と、
ど
う
して
も
解

決
紺共
齢
圭
畿に
求
め
た
くな
り
聖

す.
小
池
さ
んは
六
墨
に
残
って
學

問
に畷
な
し
た
いと
お
っ
し
ゃっ
て

ゐ
ます
奪

れは
憲

暴

響

る
か
bで
・
h、・ほ
謬

てん
な雛

は
棚
スら
れ
ま
せ
ん。
別
猛
泉
大に

於
け
る
コン
ム
ニ
ズ
ム
潔

続

羅

関の
活
動
ぷり
は
、
一体
ど
ん

な
も
のな
の
で
せ
うか
。」

小
池
さ
ん
コ
一月
でし
た
か
.
長
野で

駈
分
政疽
遡
動
が盛
ん
で
そ
の
討鰍

會
に
一度
出
て
みた
ので
す
が
、
何

か
共
匿嶽
と
い
ふ
のは
ユー
ト
ピ
ア

を
樹
いて
ゐ
る
に過
習
な
く
、
臼
徽

怯
に
か
なつ
て
ゐ
括
いと
い
ふ
厭
じ

が
し
ま
し
たが
匙
。」

吉
村
さ
ん
「さ
う
は
思
ひま
せ
ん
。
艘

へぱ
一っ
の部
屋
に
二〇
W
の
蹴療

き

が
つ
い
てゐ
て
そ
れ
で暗
いと
思
つ

た
ら
、
轡
も
響

ε
鞭
Σ

思
ふ
で
せ
う
。駁
沿
と
は
何が
こん

な
も
ので
・
人
民
の静
甑
を
手
つと

h置
く
裏
し
て
行
Pね
は
な
召ず
理

懲
だ
と
か何
と
か
い
つた
問
隠
で
は

夢
・、
奉

転

2
㎝蔓
瓢

樗
窪

曇

弔

一蕎

脚
が
あ
6と
い
み
こと
は
い
へる
で

せ
5
。」

小油
さ
ん
「現
在
の
ソ
ヴ
イ
エト
で
さ

へ襯
襯
な
コ
ノ
訊」
一ぐ
ムと
は
い
一

へな
し
σ
せ
魚
全
人
口
の巾
コン

ムOユ
ニス
㌧
はそ
の
牟
数
にも
講
わ

家
せん
.ソ
ヴ
イ
エツ
トは
一桶
の

独
羅
踊
で
す
。ま
た
コ
ン
ム
ユ
ニズ

ム
淫
委

蕃

定し
ま峯

、
彼

等
が否
野

る尉
致
つ
て
一捧
ど
ん

な
茄叡
な
ん
で
せう
。
私
は翁
敏
は

しん

人
主の
眞
理
で
、
これ
を
否定
す
る

の
は
無粥
だ
と
思
ひま
す
.贋
ろ
現

在
の遭
駅
ω騒

な勲
ふ
に
は、
キ

の　

リ
ス
ト
敏

の
夏
儲
け
が
必
要
と
思
ひ

じ

ま
す
●
あ
ら
ゆ
る
ボ
教
の
申
で
キ
リ

ス
ト
際
慰
謬

罫
b。

田
中
繍
太郎
先
差
がど
こ
か
に
耀新

盈し
い
皮
が
鋭
衆す
る
。
そ
れは

新
ら
し
い中
世
で
ある
の
と
い
って

を
§

す
が
・
やは
り
簿
敬
か或

楚
あ
世
峯

る
意
裟

す
。」

山
村

コ

一十
世
紬
の
知
質
か
モ
れ
を
許

す
で
せ
う
か
。
」

ヤ
も
ぬ
ヤ

ゐ
ヘ
へ

小
池
さ
ん

「
額
り
し
い
巾
世
の
熟
ら
し

いと
怠

忌
に
躍
い
暴

雪

と撃

す
。」

⊥
霊

動
に
つ
い
て
1

訟
原
遷
ん
「そ
んな問
膿
は
嚇
へて
ま

む

慧
ん
.祉
は
自
分
の冨
し
か
霧
へて

ま
せ
んし
、
自
分
が勉
脳ぎ
へ
凧潔

れ
ば
澗尼
だ
と
思
ひま
す
◎
た
y
一

生
鰍
命勉
掻
し
た
い
ので
す
。
國塾

を
謬

る
耶
に
し
まし
た
の
も、

璽

翠
窪
忌
い

と
い
ふ
ほど
強
い
鍾
持
があ
つ
た
わ

堪
ほ
陰
いの
で
す
.
萌
周私
は
、

何
か
一糎
切
職
と
大
麟
に入
つ
て
楽

た
や
5な
も
のな
ん
で
す.
そ
れ
で

子
の吐
襲

吊と
い
、ゆ塔
もら
も

つ
とく

必
要
だと
思
ひ
ま
す。」

松
原
ごん
「女
子
の杜
會
的
活
動と
い

ふ
黙
です
が
、
私
自身
と
し
ては
さ

う
積
.幌的
店
関
心は
あ
り
ま
せ
ん。

自
分
窮
嵐
も
ゐ
な
いと
こ
ろ
で軌

か
に
勉彊
し
て
行
きた
いと
思
ひま

す
。
そ
して
み
ん
な
がさ
う
し
た
衛

炉
鱒
か
い簿

に
な
り、
世
の
中
が

'でん
な
人ぱ
つか
り
に
なれ
ば
、
無

理
を
し
な
いで
も
、
華
の
吐
曲
的

絹

と
い
産

熟

に箏

乙

の
では
な
いで
せ
うか
.
}

ー
男
脅箕

學
の
問
題
-

小
池
さ
ん
「轟段
と
い
つ
ても
、
中
等

鰯
寮

六墨
議
で
顧
あ々
る
わ
け

で
す
が
、
大観
に
以
け
る男
女
共
場

は
ま
づ
よ
いと
し
て
も
、
一閥
的
に

は
、
日
本
Cは
男
女
抵
峡は
ま
だ
早

り

いの
で
は
な
いで
せ
う
か。
男
女
闘

藤
と
い
ふ
も
の
が
も
っ
と
激
徽
㌃

の

ぼ

れ、
男
女
帽
肛間
の友
凶と
い
ふ
も

のが
本
超
固珊解
さ
れ
ね
は
この
間

野は
賦
螺
で
す.
少
く
とも
今
の
臼

ぼい

不で
は
,
男
女
の焚
際
と
いふ
も
の

は墨

な
固で
見
8
ます
.
こ

を
の
点、
キ
リ
ス
ト教
など
に
よつ
て

生活
の憩
蝦
が
確
立
し
て
ゐ
る
夷

ユ

國
、
米國
嵐ど
は
陵疲
し
く
思ひ
ま

す
.
勇
複

と
い
ふも
の
がむ
う

と
購
槻
に・
貯
駅
に
邸
へら
れ
るや

う
に
な
bね
は
、
男
蕎

な
ス
可

野

と
馨
ま
♂
、」

婁

ん
霧

ナの
奪
墨

のや
墓

享
麺

て薯

通敦
胃
を
職
へ
る卿
闘が
な
く、
こ

の要

の
曝σ
る
ハ
ンデ
イ
キ
ヤ
ソ

ぼら

プ
は大
き
い
と
思
ひま
す
。
女
翼
で

一籔

命
・蟹
-い
π
懸
持で
蟄
張

お

富
へ出
凍
たら
と
讐
へ
て
ゐま
す
.」

再
充

「星
湯

旨

趣秀

加

した
い㌔
■今
の勉
鰻
をす
る
こ
と

と
、
題
暫醐
と
匿

裂
れ
な
い

野

し
、厭
蟹

ぺ含
で
は

な
い
ζ鳳
婁

.
人
霧

の

認
薫

つ
てゐ
て
、
こ
れ
によ
っ

て行
動
し
ま
す.
賜
問
と
姓
會ー

■燭
同
じも
の
で
は
な
い
で
せ
う

か
●少
く
と
も
碍閥
の
許
す
隈り
、

鵬生
逼
動
に
は
β加
し
た
い
と思
ひ

享
」己

も
うミ
も
ぬ
ヘへ
も

小
池
さ
ん
「今
時
聞の
許
す
か
蟹り
と

い
は
れた
の
で
すね
.
私
と
し
ては

厭
念
鍋問
に
馨

して
行
き
度
く思

ヨ

ひ
ま
す。
結
筒
二
つ
の対
蝕
に
同
じ

慨
糊
を
同け
得
ると
は
郷
へ
ら
れ
ま

せ
ん
。」

ロ

宙
村
さ
ん
「対象
は
二
つで
な
い
,
一

っな
ん
で
す.
薦
麩

～ち
の
働
閤

の対
鋤
は
人側
な
ん
です
か
ら
。
女

ー
軍
慶
鮫
生
活
の

畢
O
鼠分
は
実
職
にも
参
加
し
たが
今
ま

ま

で
の生
活
の
内で
一番
印
象
に践
る

と

のは
生
徒
生
活だ
、
一号
と
二号
と

の関
係
、
二
口りと
「号
と
の
関係
そ

ひイ

れ
は思
胆
と
離
從
によ
つ
て
つな
が

セ

れ
て
ゐる
、
そ
こ
から
愛
情
と
いふ

も
の
が生
ま
れ
て
孫る
と
墨
{

0
園
隊
駐製

い
ふ
よ
り生
徒
生
活
.

を

な

そ
れ
は
た亨
羅

の
み姐
ふ
生
活
だ

っ
た
垂

活
と
い
ふ
のは
一つ
の

国
沿
婚
}して
の
職
笛
で
、墨
棲
を

ひき
づ
っ
て行
く
の
は
一号
と
二
号

と
い
ふ
生
論簡
の
関
係
で
,上
冒
は

むレ

決
し
て
自
分箆
に
干
渉
しな
かつ
た

一版
の
闊
民
は生
欝
生
橘
と
窪
の

口隊
と
島

同
して
ゐ
る
の
では
な

い
だら
う
か

0よ
く
、
軍
像
は
た
y紳
態
であ
つて

瀦
に
よ
く
あ
ては
ま
る
人
聞
を
つ

く
ると
こ
ろ
だ
と
い
はれ
て
ゐ
る

ひく

し

が
、
決し
て
人
闇
の人
格
を
無
覗し

て
ゐる
も
の
で
はな
い
、
鰍
理
的な

も
の
でも
あ
9
合
理的
な
生
活
だ
つ

た
と
思
つて
ゐ
る

O
翼
豚
田活
が
側
膨
の徽
張
を
貯
撚
し

た
の
は
礪か
だ
ら
うが
、
映
し
て
個

膨
を
無纏
した
も
の
では
な
い
と
思

ふ
個
㍑
の発
榊
は
戦
畢の
晴
の
独
離

駁
行
に
一番
よ
く
衰
は
れる
、
総
臨

命
令
と
行
政命
令
を巌
同す
べき
で

は
な
い

は
あま
D
に
も
剛面
に厳
し
た
こと

し
か
嫁
ほっ
て
ゐ
ない
の
で
.
男
の

舞

い
か
轡

た
ま
呈

せ
ん
。」

箋

「箋

葺商
辱

や
つ
て
來
たの
か
P
かり
ませ
魂

現
護

會
的
な
器

て

を
6
ず
、す
ぐ
家
鷹
に
入
ρて
し
敦

ヒ

ふ
の
で

ど
うし
て
も
観

璽

て
し
雷
ふ
献
が、
齢
殴
だ
と思
ひ
ま

究

婁

も、
も
つ
と
く
畠

りざ

的
環

手
〃鏡
へて
肚
魯
籍

し

て
行
く
ぺ
魯
だと
患
ひ
ま
す。」

　出

席

者

…

…

一日九十一

蕪ll≡

　

　

出

席

者

 …

…

一 日十 ニー
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願
蕎
歴
幕

)

太
田搬
天
羅

)

小釦
灘
隆
窪

)

験
行英
毅
摩

)

秋
山
交弥
(腔
士
)

弱

緊
告
養

)

小
谷
璽
旧
馨

)

末
谷
二
革
蕊

)

ヒタ

コ

な
ど
考
へた
再
は
な
か
つた
そ
ん
な
、

熱
硬

な
か
つた

O賊
壁
一本
榔
の生
活
で
政
治の
解
は

何
も
知
ら
な
か
つた

総戦
直
前
ア
メ
リカ
か
ら
ビ
ラ螢

か
れた
が
.
そ
こに
雷
い
て
あ
った

車國
と
い
ふ
字
の慧
脚が
さ
つ
ぱり

。鰺

馨

ソィリツ匙

か
ら
逃げ
た
蒔
は
義
轍
を鷲
じ
た
、

あ
ん
な
のは
幽
人
で
は
獄
い

ー
鵬
生
週
動
に
つ

い
て
ー

0
自
分
は
髭

動
に
は
参加
し
た
く

な
い
.
そ
れは
継
生
蓮
動
を否
足
す

る
の
で
は
な
い、
た
y我
丸は
何
も

知
ら
な
い
藷

だ
け
やり
兀い

のだ
Q
墨
遺
動
に
身
看

て参
婆

る
には
.
参
加す
る
だ
け
の
下地
湧

な
けれ
ぱ
や
れ
な
藁

そ
の

下
地
を堰
り上
げ
るの
が
こ
れ
か
ら

の
緻
お
鼠
悶だ

あ
と
三年
闇
は
勉
強の
み
に
放
り
っ

い
て
ゐた
い
、
は
かの
寓
ほ
回
も
や

2
乏
な
い
・
零
悪

て

し
か
ゑ
芳
に
筥

な
蟄
髪
し

た
い

0
自
分
は
風
圃的
に
参
加は
出
聚
な
い

ゆら

け
れ
ど
、傑
い
闘
心は
彿
つ
て
行
き

皿

刊肚 ・近
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